
総合計画のための住民アンケート調査結果をお知らせします

新城の秋をたのしむイベント

市税納期前納付報奨金廃止のお知らせ

「投票区再編（案）」への意見を募集します

新城マラソン大会参加者募集

AGA（男性型脱毛症）のお話

二道をきわめる
しんしろ市民活動講座

�緊急医・カレンダー　�ニューススポット　

�しんしろ・知ろう・あらかると　�お知らせ　�ほのか診察室　

�輝くひと☆発見　�しみんのトビラ

目次　 Contents

http://www.city.shinshiro.lg.jp
E-mail  info@city.shinshiro.lg.jp

《主な内容》



広報しんしろ 2007.11

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

24-0700

24-1661

24-1777

35-1003

24-1212

22-0372

36-0002

22-2863

32-1026

35-0811

23-7772

22-0026

22-2861

23-4321

35-0022

32-3223

22-1150

23-8531

32-0020

34-0021

23-6800

24-4026

24-1661

22-2266

24-0700

24-1777

23-7772

35-1003

23-8531

24-1661

今月の人口
平成19年10月1日現在（前月比）

※転出の取り消しなどで、総人口前月比の合計と
   異動事由の集計が一致しない月もあります。

総人口… 51,957人（－31）

男……… 25,509人（－12）

女……… 26,448人（－19）

世帯数…………16,352世帯

暮らしのカレンダー 緊 急 医

休 日 診 療 所

200711November

暮らしのカレンダー 緊急医

出生……27人

死亡……34人

転入……61人

転出……87人

今月の表紙

【文】文化会館　　　【青】青年の家　　　【体】市民体育館

【西】西部公民館　　【資】歴史資料館　　【は】はつらつセンター

【観】観来館　　　　【開】作手開発センター

平日／午後7時～午後11時

平日／午後7時～午後11時

平日／午後7時～午後11時
休日／午前9時30分～午後4時30分

QRコードを利用しますと

携帯電話から緊急医の

情報をご覧になれます。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

新城休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8

☎23-3665

至鳳来
東郷西
保育園

新城東高校東郷西小

東新町

眼　 科

午前9時30分～午後4時30分

医　 科

午前9時～正午

開 設 日

開 設 場 所

歯　 科

整形外科

皮 膚 科

11月　3日（祝）・　4日（日）

　　 11日（日）・18日（日）

　　　23日（祝）・25日（日）

2

18

28

金

日

水

夜

昼

夜

さくら眼科
☎22-4100

（上平井）

13 火 夜

20 火 夜

石川整形外科
クリニック
☎24-6500

（平　井）

☎24-6022

皮フ科
新栄クリニック

（平　井）

春日眼科
☎24-3222

（杉 山）

医科・歯科とも開設しています。

診療は医科・歯科ともに外

来のみです。利用されると

きは、必ず「健康保険証」

などをご持参ください。

2

いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

JR飯田線（至飯田）

151
　10 月 1日（月）、今年で 90 周年

を迎えた新城幼稚園で運動会が

行われ、｢くす玉割り｣ の競技で、

割れたくす玉から ｢90 おめでと

う｣ と書かれた幕が登場し、雰

囲気を盛り上げました。

　また、園児たちはお父さん お

母さんに、紅白のもちを投げ、

90 周年を会場みんなで祝いまし

た。

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

緊急医（午後7時～午後11時）

米田内科

中根医院

あいきょうクリニック

今泉医院

内山医院

西新町内科整形外科外科医院

森下医院

中村医院

ほうらいクリニック

宮本病院

おさだファミリークリニック

村松内科

高木内科医院

ちさと医院

静巌堂医院

ながしのクリニック

今泉病院

しんしろフィットクリニック

荻野医院

織田医院

くまがい医院

緑が丘診療所

中根医院

茶臼山厚生病院

米田内科

あいきょうクリニック

おさだファミリークリニック

今泉医院

しんしろフィットクリニック

中根医院

絵本の読み聞かせ【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

新城ラリー2007(～11日)

あののんまつり（中町～橋向交差点区間）
つくで祭り（鬼久保ふれあい広場）
消費生活展（勤労青少年ホーム）

秋季全国火災予防運動(～15日)
119番の日

’07木トピア・農業まつり（桜淵木かげプラザ）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

新城歌舞伎【文】

勤労感謝の日

絵本の読み聞かせ【文】（図）

乳幼児突然死症候群対策強化月間(～30日)
鳳来寺山もみじまつり(～30日)

文化の日

アイデア教室【は】

アイデア教室【は】

体育室親子無料開放(午後)【青】

（平井）

（本町）

(大野田)

(玖老勢)

( 平 井 )

（東新町）

（布里）

（的場）

( 大 野 )

( 海 老 )

( 本 町 )

（東新町）

（栄町）

（杉山）

（副川）

（長篠）

( 栄 町 )

( 川 路 )

（長篠）

(下吉田)

( 富 永 )

(緑が丘)

（本町）

( 富 沢 )

（平井）

(大野田)

( 本 町 )

(玖老勢)

( 川 路 )

( 本 町 )

90周年を迎えた
新城幼稚園で運動会

外来のみですので、受診を希望される方は、電話で容態を

事前に連絡してお越しください。

また、緊急医は都合で変わることがあります。
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■本

企
画
課
　
☎
23
‐
7
6
2
0

●問

　
今
年
６
月
に
、
住
民
5,
0
0
0
人
と
市
内
の
中
学
校
３
年
生
全
員
を
対
象
と
し
た
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
は
、
市
の
進
む
べ
き
方
向
を
定
め
る
、
市
町
村
合
併
後
初
の
「
総
合
計
画
」
を
策
定

す
る
に
あ
た
り
、
皆
さ
ん
の
意
識
や
意
向
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
把
握
し
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
に
反
映
す
る
た
め
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
概
要
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

調査の概要

回答者の属性

区　　　分� 　　　　一 般 住 民 � 　　　　　　　　　　中 学 生

調 査 対 象

有効回収数

有効回収率

18歳以上の住民の中から
無作為に選ばれた5,000人

　　　　2,716

　　　 54.3%

市内の中学校3年生506人全員

　　　　　491

　　　　　97.0%

※以降、調査結果は、一般住民5,000人を対象にしたデータを記載。

　比率については、小数点以下第２位を四捨五入しており、比率の合計が100％にならないことがあります。

広報しんしろ「ほのか」１０月号４ページ「メタボリックシンドロームに要注意」の中で「メタボリックシンドロームとは？」の説明文に誤りがありました。お詫びして訂正します。

（誤）男性なら９０センチメートル、女性なら８５センチメートル　　（正）男性なら８５センチメートル、女性なら９０センチメートル

性　別

年　齢

居住地

無回答など男性

新城地区　　　　　　　　　　　　　鳳来地区　　　 作手地区　無回答など

61.3％　　　　　　　　　　　　　　 27.4％　　 　10.7％　0.6％

18･19歳　20～29歳　30～39歳　　　40～49歳　　　　　50～59歳　　　　60～69歳　　　　70歳以上　無回答など

2.0％ 10.4％　　16.9％　　　　　20.4％　　　　　18.4％　　　　　20.1％　　　11.7％　　0.1％

女性

44.6％ 55.3％ 0.2％
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８
割
近
く
の
人
が
、
今
後

も
新
城
市
内
に
「
住
み
た
い
」
、

約
１
割
の
人
が
、
今
後
は
市
外

に
「
移
転
し
た
い
」
と
回
答
し

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
年
齢
別
に
み
る
と
、

年
齢
階
層
が
高
く
な
る
に
従

っ
て
定
住
意
向
は
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
定
住
促
進
の
た
め
に
は
、
８
割

近
く
の
人
が
「
病
院
や
診
療
施
設

な
ど
の
充
実
」
が
必
要
と
回
答
し

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
新
城
・
鳳
来
・
作
手
地

区
別
で
は
、
「
病
院
や
診
療
施
設

な
ど
の
充
実
」
に
つ
い
で
、
新
城

地
区
は
「
女
性
が
働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り
や
子
育
て
支
援
制
度
の

充
実
」
、
鳳
来
地
区
は
「
地
場
産

業
や
新
た
な
地
域
内
産
業
の
開
発

に
よ
る
働
く
場
の
整
備
」
、
作
手

地
区
は
「
通
勤
圏
・
生
活
圏
の
拡

大
の
た
め
の
交
通
基
盤
整
備
」
を

選
択
し
た
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　
41

項
目
の
公
共
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、「
満

足
」、「
や
や
満
足
」、「
や

や
不
満
」
、
「
不
満
」
の

う
ち
、
考
え
が
当
て
は

ま
る
も
の
を
選
択
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
（
こ

こ
で
い
う
「
満
足
度
」

と
は
、
有
効
回
答
の
う

ち
、
「
満
足
」
も
し
く

は
「
や
や
満
足
」
を
選

択
し
た
回
答
の
割
合
で

す
）

　
結
果
、
「
歴
史
遺
産
、

文
化
財
の
保
護
・
活
用
」

の
満
足
度
が
73．２
パ
ー
セ

ン
ト
と
最
も
高
く
、「
地

域
医
療
な
ど
の
充
実
」

が
15．３
パ
ー
セ
ン
ト
と

最
も
低
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　
な
お
、
合
併
前
の
平

成
15

年
に
、
合
併
協

議
会
が
同
様
の
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た

が
、
そ
の
結
果
と
比
較

す
る
と
全
般
的
に
「
満

足
度
」
が
低
下
し
て
い

ま
す
。
特
に
「
地
域
医

療
な
ど
の
充
実
」
は
、「
満

足
度
」
の
下
降
幅
が
最

も
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。

満足度の高い公共サービス

1位　歴史遺産、文化財の保護・活用（満足度 73.2%）

2位　安全な水の供給　　　　　　　（満足度 72.2%）

3位　文化、芸能などの振興・保存　（満足度 69.2%）

満足度の低いサービス

1位　地域医療などの充実　　　　　（満足度 15.3%）

2位　便利な市街地・中心街の整備　（満足度 29.7%）

3位　社会保障制度の充実　　　　　（満足度 31.7%）
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0% 20%

3.5

4.6

13.7

15.1

20.2

23.2

24.6

25.8

28.1

29.2

40% 60% 80%

77.8

　
今
回
の
調
査
の
結
果
か
ら
、
合
併
に
よ
り
広
域
と
な
っ
た
当
市
の
多
様
な
地
域
特
性
や
、
安
心
し

て
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
対
応
の
必
要
性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
検
討
し
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
市
の
望
ま
し
い
将
来
像
と
し
て
は
、
「
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
健
康
で
暮
ら
せ
る
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
ま
ち
」
や
「
水
や
緑

の
豊
か
な
自
然
を
守
り
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
」
と
回
答
し
た
人

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
２
つ
の
回
答
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
年
齢
別
、

地
区
別
で
も
同
じ
傾
向
で
す
。

（3つまで選択）

　
な
お
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
結
果
は
調
査
の
一
部
で
す
。
調
査
項
目
の
年
齢
別
・
地
区
別
集
計
や
、

寄
せ
ら
れ
た
多
数
の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
は
、
順
次
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

（3つまで選択）

子どもからお年寄りまで、健康で暮らせる
保健・医療・福祉のまち

水や緑の豊かな自然を守り、環境にやさしいまち

道路、上下水道などの生活環境や通勤通学に
便利で住みやすいまち

ごみや公害のない清潔・快適なまち

工業や商業の活力を誘発し、かつ新規産業の
育成を図る雇用機会の充実したまち

農林工商がともにバランスのとれた活力
ある産業のまち

地域特性を活かした子育て、人づくりを推進するまち

史跡、文化財や歴史、伝統などの文化にあふれたまち

地域の自然特性などを活かし、多くの人々が
行き交う観光のまち

地域資源や地域特性を活かした農林業の盛んなまち

地域活動やボランティア活動が盛んな、
人とのふれあいのあるまち

情報通信基盤（光ファイバ）を活用した
利便性の高いまち

スポーツが盛んな、健康増進を推進するまち

国際化に対応した、国際色豊かな人々が集い、
生活するまち

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～29歳

1.5%77.7% 9.8% 11.0%

22.9% 24.1%

12.9% 14.2%

5.1% 6.0%

3.4%

1.3%

52.7%

71.8%

86.7%

93.4%

0,3%

1.1%

2.2%

1.9%

30～49歳

50～69歳

70歳以上

■住みたい　■移転したい　■その他　■無回答など

計

病院や診療施設などの充実

女性が働きやすい環境づくりや子育て支援制度の充実

地場産業や新たな地域内産業の開発による働く場の整備

買い物・遊びなどのにぎわいのある施設の誘致

通勤圏・生活圏の拡大のための交通基盤整備

企業誘致などによる働く場の整備

子どもの教育環境の充実

若い人やファミリー世帯向けの良好な住宅・宅地の供給

近所付き合いや地域内コミュニティの維持・充実

情報通信基盤の整備とソフト面での充実

その他

0% 20% 40% 60% 80%

65.2

62.6

26.9

21.9

21.6

18.1

13.4

13.2

12.7

10.0

7.4

7.1

1.9

1.4

5.8
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ス
ポ
ー
ツ
課
　
☎
23
‐
7
6
5
3

　
11
月
９
日

（金）

　
新
城
文
化
会
館
　

　
①
新
城
ラ
リ
ー
２
０
０
７
開
会
式

　
②
ラ
リ
ー
車
展
示

　
 

 
11
月
10
日

（土）
、
11
日

（日）

　
市
内
一
帯

　
桜
淵
い
こ
い
の
広
場

　
あ
の
の
ん
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト
広
場

　
①
新
城
ラ
リ
ー
ス
ペ
シ
ャ
ル
ス
テ
ー
ジ
、

 
 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
テ
ー
ジ
観
戦

　
②
ラ
リ
ー
カ
ー
乗
車
体
験

　
③
エ
フ
エ
ム
豊
橋
公
開
生
放
送

　
④
地
元
物
産
飲
食
コ
ー
ナ
ー

　
⑤
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
展
示
、

　
　
体
験
コ
ー
ナ
ー

　
⑥
観
光
、地
元
産
業
の
紹
介
お
よ
び
展
示

　
⑦
子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

　
あ
の
の
ん
ま
つ
り
実
行
委
員
会（
市
商
工
会
）
☎
22
‐
1
7
7
8

　
　
中
心
市
街
地
の
活
力
と
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
、
初
め
て

　
会
場
を
市
内
の
中
心
商
店
街
へ
移
し
て
行
い
ま
す
。

　
11
月
11
日

（日）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
旧
国
道
151
・
中
町
交
差
点
〜
橋
向
交
差
点

　
路
上
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
多
彩
な
出
店
者
、
ミ
ニ
F
M
局
の
開
設
、

　
新
城
ラ
リ
ー
と
の
共
同
開
催

　
※
豊
鉄
バ
ス
（
中
町
〜
橋
向
区
間
）
は
、
入
船
線
に
迂
回
し
ま
す
。

●問
■本

●問

●所 ●時●所 ●時 ●内

●所 ●時●内

●内

詳しくは公式ＨＰをご覧ください

http://shinshirorally.com/

※10日（土）、11日（日）は、ラリー競技が行われますので、

　林道などを通行止めにするところがあります。

第5回

※午前10時から午後3時までは、旧151号中町交差点～橋向交差点間が車両通行止めとなります。

※駐車場が不足していますので、お出かけは、JR飯田線「新城駅」を下車してお越しください。

は
し
む
こ
う

う

か

い
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つ
く
で
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
☎
37
‐
2
2
1
1

　
11
月
11
日

（日）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
鬼
久
保
ふ
れ
あ
い
広
場

　
モ
ン
キ
ー
サ
ー
カ
ス
、
ピ
エ
ロ
の
パ
フ
ォ
ー

　
マ
ン
ス
、
和
太
鼓
演
奏
、
豪
華
賞
品
が
当
た

　
る
ク
イ
ズ
や
抽
選
会
、
農
林
産
物
コ
ン
テ
ス

　
ト
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
一
輪
車
競
技
、

　
各
種
バ
ザ
ー
な
ど

　
市
観
光
協
会

　
☎
32
‐
0
0
2
2

　
11
月
１
日

（木）
〜
30
日

（金）

　
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
は
23
日

（祝）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
鳳
来
寺
山
表
参
道

　
か
さ
す
ぎ
駐
車
場

　
ス
テ
ー
ジ

　
太
鼓
演
舞
、
津
軽
三
味
線
、

　
抽
選
会
な
ど

　
会
場
内

　
観
光
土
産
品
物
産
展

　
（
東
浦
町
、
東
栄
町
な
ど
も

　
出
展
）

　
　
農
業
振
興
課
　
☎
23
‐
7
6
3
2

　
11
月
10
日

（土）

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
 

　
桜
淵
公
園
木
か
げ
プ
ラ
ザ
周
辺

　
八
名
丸
さ
と
い
も
汁
、
合
戦
む
す
び
、

　
農
作
物
の
販
売
、
ポ
ン
菓
子
実
演
、
移

　
動
お
米
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

　
な
ど

　
　
森
林
政
策
課
　
☎
23
‐
7
6
3
1

　
「
木
工
工
作
な
ど
を
通
じ
身
近
な
木

を
感
じ
よ
う
！
」
と
題
し
て
、
’07
木
ト

ピ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。
親
子
で
木
を

使
用
し
て
「
三
河
材
の
ベ
ン
チ
」
作
り

や
自
由
な
発
想
で
木
工
工
作
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

　
ま
つ
ぼ
っ
く
り
を
利
用
し
た
ク
ラ
フ

ト
作
り
も
行
い
ま
す
。
ま
た
、
苗
木
の

無
料
配
布
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
11
月
10
日

（土）
　

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　
桜
淵
公
園
木
か
げ
プ
ラ
ザ
周
辺

　
　
商
工
課
　
☎
23
‐
7
6
3
4

　
　
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
消
費
者
行
政
へ

　
の
理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

　
め
に
、
第
33
回
消
費
生
活
展
を
開
催
し

　
ま
す
。

　
11
月
11
日

（日）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
小
・
中
学
生
の
習
字
・
作
文
の
展
示
（
新

　
城
税
務
連
絡
協
議
会
）

　
水
質
検
査
結
果
・
環
境
配
慮
商
品
の
展

　
示
（
み
か
わ
市
民
生
活
協
同
組
合
）

　
五
平
餅
・
せ
ん
べ
い
・
自
主
製
品
の
販

　
売
（
や
す
ら
ぎ
の
家
）

　
作
品
展
示
･
共
同
購
入
協
会
商
品
販
売
･

　
実
演
コ
ー
ナ
ー
（
市
生
活
学
校
）

●問
■作

●問
■本

●問
■本

●問
■本

●所 ●時●内

●所 ●時

●所 ●時

●内●所 ●時●内

●問●所 ●時●内

11／11日（日）

第
23
回

手
作
り
手
づ
く
し
手
わ
た
し
作
手
!

秋
の
鳳
来
寺
山
、こ
れ
は
必
見
で
す

鳳来寺山

農
業
ま
つ
り

’07
木
ト
ピ
ア

消
費
生
活
展

テ
ー
マ「
見
つ
め
な
お
そ
う
〜
安
心
社
会
」

お

に

く

ぼ

ご

へ

い

も

ち
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市
で
は
、
各
地
区
で
異
な
っ
て

い
る
放
送
時
間
、
放
送
内
容
を
統

一
し
、
市
内
全
地
区
同
じ
内
容
で

の
防
災
行
政
無
線
の
運
用
を
、
9

月
28
日

（金）
、正
午
か
ら
始
め
ま
し
た
。

新
城
地
区
・
作
手
地
区

・
防
災
行
政
無
線
の
放
送
時
間
、
 

　
放
送
内
容
が
変
わ
り
ま
し
た
。

・
新
城
地
区
で
は
、
地
区
単
位
（
中
 

　
部
、
西
部
、
東
部
、
北
部
、
南
 

 
 

　
部
）
の
放
送
が
な
く
な
り
ま
し

　
た
。

鳳
来
地
区

　
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
に
替
わ
り
、

防
災
行
政
無
線
の
放
送
が
始
ま
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
オ
フ
ト

ー
ク
通
信
は
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

放
送
の
内
容

　
放
送
は
、
緊
急
放
送
、
臨
時
放

送
、
定
時
放
送
お
よ
び
訓
練
放
送

の
４
つ
の
放
送
を
行
い
ま
す
。

①
緊
急
放
送
は
、
気
象
警
報
の
発

　
表
お
よ
び
解
除
や
、
市
域
に
震

　
度
３
以
上
が
観
測
さ
れ
た
と
き

　
の
震
度
情
報
、
東
海
地
震
関
連

　
情
報
、
避
難
の
情
報
、
火
災
に

　
関
す
る
情
報
な
ど
を
放
送
し
ま

　
す
。

②
臨
時
放
送
は
、
行
方
不
明
者
、

　
不
審
者
情
報
、
停
電
、
断
水
、

　
通
行
止
め
の
情
報
、
選
挙
の
投

　
開
票
情
報
、
市
が
関
係
す
る
行

　
事
の
中
止
な
ど
、
市
民
へ
の
広

　
報
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
に

　
放
送
し
ま
す
。

③
定
時
放
送
は
、
時
報
、
行
政
に

　
関
す
る
情
報
、
葬
儀
の
お
知
ら

　
せ
を
し
ま
す
。

④
訓
練
放
送
は
、
市
、
自
主
防
災

　
会
、
消
防
団
な
ど
が
行
う
訓
練

　
の
た
め
の
放
送
で
す
。

放
送
時
間

3
地
区
の
変
更
点

放 送 内 容 � 　　　　　時　間

気象警報の発表、解除

地震情報（震度3以上）

地震情報（災害対策用で震度4以上）

東海地震関連情報（注意、予知情報）

火災情報（発生）

避難準備・避難勧告など

臨時放送

時　報

行政情報（お知らせ放送）

随 時

随 時

随 時

随 時

随 時

随 時

随 時

午前6時

正 午

午後5時

午後8時

行者越中継局
（鳳来寺山パークウェイ山頂付近）

行者越中継局舎

防
災
行
政
無
線

運
用
開
始
に
あ
た
っ
て
　
　

　
　
　
　
　
　
　
穂
積
亮
次

　
９
月
28
日

（金）
正
午
か
ら
、
念

願
で
あ
り
ま
し
た
防
災
行
政
無
線

の
、
市
内
全
域
を
エ
リ
ア
に
し
た

運
用
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
　

　
新
城
市
域
は
、
中
山
間
地
域
や

河
川
が
入
り
組
み
、
さ
ま
ざ
ま
な

災
害
の
起
こ
り
や
す
い
地
域
を
広

く
抱
え
、
自
然
災
害
な
ど
の
大
規

模
被
害
の
発
生
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
災
害
や
地
域
の
安

全
に
対
す
る
備
え
、
ま
た
、
市
民

の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
や

生
活
情
報
の
伝
達
に
、
そ
の
重
要

性
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
市
町
村
合
併
か
ら
２
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
合
併
後
の
安
全
・
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
の
事
業
と
し
て
、

平
成
18
年
度
か
ら
20
年
度
ま
で

の
３
カ
年
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
災

害
情
報
や
行
政
情
報
を
迅
速
か
つ

確
実
に
共
有
で
き
る
情
報
伝
達
シ

ス
テ
ム
と
し
て
、
「
デ
ジ
タ
ル
方

式
の
防
災
行
政
無
線
」
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
デ
ジ
タ
ル
方

式
の
防
災
行
政
無
線
の
中
継
局
設

備
と
鳳
来
地
区
の
戸
別
受
信
機
の

取
り
付
け
工
事
が
完
了
し
、
新
城

地
区
、
作
手
地
区
の
既
設
の
防
災
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９
月
28
日

（金）
正
午
か
ら
、
市

内
全
地
区
同
じ
内
容
で
、
新
防
災

行
政
無
線
の
運
用
を
開
始
し
ま
し

た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
防
災
情
報
や
行

政
情
報
を
よ
り
早
く
市
民
の
皆
さ

ん
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
運
用
に
先
立
ち
、
28
日

（金）
午
前
10
時
30
分
か
ら
、
本
庁
東

庁
舎
委
員
会
室
と
無
線
室
で
運
用

開
始
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
穂
積
市
長
は
、
「
防
災
行
政
無

線
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
一
つ
の

情
報
を
共
有
し
、
助
け
合
い
、
支

え
あ
う
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

ま
た
、
兵
藤
議
長
は
、
「
旧
３
市

町
村
同
一
の
内
容
が
流
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
地
域
に
お
け
る
安
全

安
心
の
確
立
が
で
き
る
」
と
あ
い

さ
つ
を
し
ま
し
た
。

新

防
災
行
政
無
線
の

運
用
開
始
式

無線卓起動開始のようす（前方　穂積市長・後方　兵藤議長）

本庁無線室のようす

葬
儀
放
送

　
葬
儀
放
送
は
、
旧
市
町
村
の
範

囲
で
地
区
放
送
と
し
、
新
城
、
鳳

来
、
作
手
地
区
の
順
に
放
送
し
ま

す
。

　
放
送
は
、
１
日
１
回
で
、
原
則
、

葬
儀
日
の
前
日
の
夜
に
放
送
さ
れ

ま
す
。

地
震
情
報

①
市
内
３
カ
所
（
市
役
所
、
鳳
来
・

　
作
手
各
総
合
支
所
）
に
設
置
し

　
て
い
る
震
度
計
の
１
カ
所
以
上

　
で
震
度
３
以
上
の
地
震
を
観
測

　
し
た
と
き
、
自
動
音
声
で
戸
別

　
受
信
機
か
ら
一
斉
に
市
内
震
度

　
計
の
震
度
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

②
震
度
４
以
上
の
地
震
を
観
測
し

　
た
と
き
は
、
自
動
放
送
に
続
き
、

　
緊
急
一
括
放
送
で
地
震
時
の
対

　
応
に
関
す
る
放
送
を
行
い
ま
す
。

③
地
震
メ
ー
ル
配
信
登
録
者
の
方

　
に
も
①
の
場
合
に
、
防
災
行
政

　
無
線
と
同
時
に
メ
ー
ル
を
お
送

　
り
し
ま
す
。

じ
ょ
う
ほ
う
課
　
☎
23
‐
7
6
2
3

防
災
対
策
課
　
　
☎
22
‐
1
9
6
2

機
器
は
…

放
送
内
容
は
…

問
い
合
わ
せ

本 本

地 　 区 　 � 　 時 間 帯

地区ごとの葬儀放送、時間帯

新 城 地 区

鳳 来 地 区

作 手 地 区

午後8時20分～8時35分

午後8時35分～8時50分

午後8時50分～9時5分

※葬儀放送の申し込みは、市役所は市民課、
　各総合支所は市民福祉課で受け付けます。

戸別受信機

無
線
設
備
と
共
用
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
市

内
全
地
区
に
同
一
の
防
災
情
報
や

行
政
情
報
を
、
よ
り
早
く
確
実
に

市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
防
災
行
政
無
線
を
介
し
た
情

報
は
、
行
政
と
市
民
と
を
結
ぶ
太

い
絆
と
な
り
、
行
政
と
市
民
の
皆

さ
ん
と
協
働
の
地
域
社
会
づ
く
り

に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
防
災
行
政
無
線
の

運
用
開
始
は
、
整
備
途
中
で
の
開

始
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
も
市
民

の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

運
用
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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合
併
後
初
め
て
と
な
る
市
功
労
者
表
彰
式
を
、
10
月
２
日

（火）
に
行
い
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
方
は
、
市
民
福
祉
の
向
上
・
市
政
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

10
人
と
、
教
育
委
員
会
表
彰
規
則
に
よ
る
表
彰
者
７
人
で
す
。

藤田　武 氏（野田）
〈区画整理事業〉

中野宗平 氏（野田）
〈区画整理事業〉

・
小
林
芳
春

氏
（
八
束
穂
）

・
小
林
和
光

氏
（
一
鍬
田
）

・
矢
頭
一
起

氏
（
黒
瀬
）

・
森
田
　
收

氏
（
東
新
町
）

・
時
野
　
恭

氏
（
大
峠
）

・
中
西
松
壽

氏
（
一
鍬
田
）

・
松
山
好
弘

氏
（
大
峠
）

渡邊昭之助 氏（稲木）
〈区画整理事業〉

海野文貴 氏（出沢）
〈消防団活動〉

酒井好三 氏（庭野）
〈保護司〉

河合敏弘 氏（塩瀬）
〈消防団活動〉

久米正規 氏（長者平）
〈消防団活動〉

齋藤善� 氏（黒瀬）
〈前作手村長〉

山本芳央 氏（今出平）
〈前新城市長〉

浅倉辰雄 氏（大野田）
〈区画整理事業〉

公
益
功
労

公
益
功
労

市
政
功
労

市
政
功
労

教
育
委
員
会
表
彰

規
則
に
よ
る
表
彰

教
育
委
員
会
表
彰

規
則
に
よ
る
表
彰

　
創
設
当
時
の
目
的
が
達
成
さ
れ
た
こ
と
や
、
市
県
民
税

を
給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
給
与
所
得
者
に
は
、
制
度
の

適
用
が
な
く
、
ま
た
、
納
め
た
く
て
も
一
括
納
付
す
る
資

力
の
無
い
納
税
者
に
は
制
度
の
恩
恵
が
な
く
、
公
平
性
に
欠

け
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
ま
す
。

税
務
課
　☎
23
‐
7
6
1
5

■本
●問

秘
書
室
　☎
23
‐
7
6
1
8

■本
●問

全
期
前
納
に
よ
る
口
座
振
替
を

ご
利
用
さ
れ
て
い
る
方
へ

　
昭
和
25
年
に
戦
後
の
混
乱
し
た
経
済
状
況
の
中
、
地
方

税
に
対
す
る
納
税
者
の
理
解
が
十
分
で
な
か
っ
た
た
め
、

納
税
意
識
の
高
揚
と
税
収
の
早
期
確
保
、
徴
収
事
務
の
軽

減
な
ど
を
目
的
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は

　
平
成
19
年
9
月
に
条
例
が
改
正
さ
れ
、

平
成
20
年
度
か
ら
市
税
の
納
期
前
納

付
報
奨
金
は
廃
止
と
な
り
ま
す
。

　
市
民
税
・
県
民
税
（
普
通
徴
収
）、
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
に
つ
い
て

は
、
第
１
期
か
ら
第
４
期
ま
で
を
一

括
し
て
、
第
１
期
の
納
期
限
内
に
納

付
し
て
い
た
だ
い
た
場
合
に
交
付
し

て
い
た
、
納
期
前
納
付
報
奨
金
は
、

平
成
19
年
度
限
り
で
、
20
年
度
か
ら

は
廃
止
と
な
り
ま
す
。

　
市
民
税
・
県
民
税
（
普
通
徴
収
）
、
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
の
納
税
に
つ
い
て
、
現
在
、
全

期
前
納
に
よ
る
口
座
振
替
を
ご
利
用
さ
れ
て
い
る

方
に
は
、
11
月
中
旬
に
、
平
成
20
年
度
以
降
の

振
替
方
法
の
確
認
の
た
め
、
往
復
は
が
き
を
お
送

り
し
ま
す
。

　
納
期
前
納
付
報
奨
金
の
廃
止
に
と
も
な
い
、
20

年
度
以
降
に
「
各
納
期
ご
と
の
振
替
」
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
お
手
数
で
す
が
、
返
信
用
は
が
き
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
本
庁
税
務
課
あ
て
に
ご

返
送
く
だ
さ
い
。

廃
止
の
理
由
は

ふじ た　　　たけし

な か の そ う へ い

の
う

き

ま
え

の
う

ふ

ほ
う
し
ょ
う
き

ん

うみ の　ふみたか さか い こうざん

か わい としひろ く め　　まさのり

さいとうよしひで

こ
ば
や
し
　よ
し
は
る

こ
ば
や
し
　
か
ず
み
つ

や
　と
う
　
か
ず
ゆ
き

も
り

た
　
　
　
お
さ
む

と
き

の
　
　
　
や
す
し

な
か
に
し
　ま
つ
ひ
さ

ま
つ
や
ま
　
よ
し
ひ
ろ

やまもとよし お

わたなべ　しょうの すけ

あさくら　たつ お



11 広報しんしろ 2007.11

ShinshiroShinshiro
市の大切なお知らせをお届けします

　
一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
活

排
水
を
処
理
す
る
施
設
の
一
つ
で
あ

る
浄
化
槽
は
、
私
た
ち
の
生
活
環
境

を
守
る
た
め
に
、
下
水
道
と
同
等
の

働
き
を
し
ま
す
。

　
浄
化
槽
を
設
置
す
る
と
、
浄
化
槽

法
に
基
づ
き
法
定
検
査
・
保
守
点
検
・

清
掃
の
３
つ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

年
１
回
の
法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

（
７
条
検
査
お
よ
び
11
条
検
査
）

　
浄
化
槽
が
正
し
く
設
置
さ
れ
て
い

る
か
、
適
正
に
維
持
管
理
さ
れ
て
い

る
か
を
確
認
す
る
必
要
性
か
ら
、
県

が
指
定
す
る
検
査
機
関
（

（財）
中
部
微

生
物
研
究
所
）
の
行
う
検
査
を
受
け

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

定
期
的
な
保
守
点
検
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
浄
化
槽
の
適
正
な
運
転
の
た
め
、

知
事
の
登
録
を
受
け
た
保
守
点
検
業

者
に
点
検
を
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

　
保
守
点
検
で
は
、
機
器
の
点
検
・

調
整
・
補
修
や
消
毒
剤
の
補
充
を
行

い
ま
す
。

　
一
般
家
庭
（
５
人
槽
〜
10
人
槽
設

置
）
の
場
合
、
４
カ
月
に
１
回
以
上

の
点
検
を
行
う
よ
う
に
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

年
１
回
以
上
の
清
掃
を
行
い
ま
し
ょ
う

　
浄
化
槽
は
、
使
用
し
て
い
る
う
ち

に
次
第
に
汚
泥
（
汚
水
を
処
理
し
た

微
生
物
が
溜
ま
っ
た
物
）
が
蓄
積
さ

れ
ま
す
。

　
一
定
量
に
な
っ
た
ら
、
清
掃
で
こ

れ
を
取
り
除
か
な
け
れ
ば
浄
化
槽
の

機
能
低
下
や
汚
物
の
流
出
、
悪
臭
の

原
因
と
な
り
ま
す
。

　
清
掃
は
、
市
の
許
可
を
受
け
た
浄

化
槽
清
掃
業
者
し
か
行
う
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
許
可
業
者
に
委
託

し
て
く
だ
さ
い
。

配
信
さ
れ
る
情
報

登
録
方
法

　
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
と
は
、
皆

さ
ん
が
お
持
ち
の
携
帯
電
話
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
す
る
こ
と
で
、

メ
ー
ル
の
配
信
を
受
け
る
仕
組
み
の

こ
と
で
す
。
こ
の
情
報
を
受
信
す
る

た
め
に
は
、
事
前
に
登
録
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

地
域
防
犯
情
報
・
学
校
関
連
情
報
・

地
震
情
報
・
風
水
害
情
報
・
選
挙
関

連
情
報
・
感
染
症
・
衛
生
情
報

じ
ょ
う
ほ
う
課（
情
報
管
理
）

☎
23
‐
7
6
1
2

■本
●問

下
水
道
課
　
☎
23
‐
7
6
4
4

■本
●問

1
　
携
帯
電
話
の
U
R
L
直
接
入
力

　
　
画
面
で
U
R
L
を
入
力
す
る
か
、

　
　
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を

　
　
読
み
取
り
、
「
メ
ー
ル
情

　
　
報
配
信
」
ペ
ー
ジ
を
表

　
　
示
し
ま
す
。

U
R

L
h
ttp

://w
w

w
.city

.sh
in

sh
iro.lg

.jp
/

　
　

i/h
an

d
y
_m

ail/in
d
ex

.h
tm

2
　
「
メ
ー
ル
情
報
配
信
」
ペ
ー
ジ

　
　
の
、i-

m
o
d
e

・E
Z
w

e
b

・Y
a

　
　h

o
o

!

ケ
ー
タ
イ
の
い
ず
れ
か

　
　
を
選
択
し
ま
す
。

3
　
「
登
録
・
削
除
」
を
選
択
し
ま
す
。

　
　（
※
「
初
め
に
お
読
み
く
だ
さ
い
」

　
　
で
、
利
用
規
約
を
確
認
し
て
く

　
　
だ
さ
い
）

4
　
「
地
域
防
犯
情
報
」
、「
学
校
関

　
　
連
情
報
」
、
「
地
震
情
報
」
、「
風

　
　
水
害
情
報
」
、「
選
挙
関
連
情
報
」
、

　
　
「
感
染
症
・
衛
生
情
報
」
の
中

　
　
か
ら
登
録
し
た
い
も
の
を
選
択

　
　
し
ま
す
。

5
　
メ
ー
ル
送
信
画
面
に
な
り
ま
す

　
　
の
で
、
そ
の
ま
ま
メ
ー
ル
を
送

　
　
信
し
ま
す
。

　
　
※
登
録
し
た
い
も
の
が
複
数
あ

　
　
る
場
合
は
、
4
〜
5
を
繰
り
返

　
　
し
ま
す
。

6
　
登
録
確
認
の
メ
ー
ル
が
送
ら
れ

　
　
て
き
ま
す
の
で
、
本
文
内
の
Ｕ

　
　
Ｒ
Ｌ
を
選
択
し
ま
す
。

7
　
登
録
確
認
の
画
面
が
表
示
さ
れ

　
　
ま
す
。

保守点検 清　　掃

法定検査

4カ月に1回以上実施 年に1回以上

処理方式や処理対象人員に
よっては回数は異なります

工事後3～8カ月以内に水質検査
保守点検、清掃の実施状況を年1回検査

　
　
生
涯
学
習
課

☎
23
‐
7
6
5
4

　
市
で
は
、
平
成
20
年
の
成
人
式
を

開
催
し
ま
す
。

　
平
成
20
年
１
月
13
日

（日）

　
午
後
１
時
30
分

　
新
城
文
化
会
館

成
人
式
該
当
者

　
昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
63
年
４

月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
方

※
学
校
や
仕
事
の
都
合
で
市
外
に
住

所
を
移
さ
れ
て
い
る
方
も
、
成
人
式

に
出
席
で
き
ま
す
の
で
、
参
加
を
希

望
す
る
方
は
、
11
月
30
日

（金）
ま
で
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ご
案
内
は
、
12
月
中
旬
に
該
当
者

あ
て
に
発
送
し
ま
す
。

●問
■本

●所 ●時
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田
口
新
城
線
の
経
路

一
部
変
更
の
お
知
ら
せ

　
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
知
的
障
害
者
を
対
象
に
、

平
成
20
年
度
（
平
成
20
年
4
月
1
日
）
採
用
予
定
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

新　城
警察署

新　城
郵便局

新城東
高　校

東郷西
保育園

上平井

西

新

町

東

新

町

宗

　

高

新経路
旧経路

豊
鉄
バ
ス
新
城
営
業
所
　
☎
25
‐
1
1
4
1

選
挙
管
理
委
員
会
　☎
23
‐
7
6
1
7

●問

　
田
口
新
城

線
の
新
城
地

内
の
経
路
が

変
更
に
な
り

ま
し
た
。
こ

れ
に
伴
い「
田

口
新
城
線
」

「
鳳
来
寺
線
」

の
時
刻
も
一

部
変
更
に
な

り
ま
し
た
。

　
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
合
併

後
の
投
票
区
の
状
況
お
よ
び
近
年

の
投
票
環
境
の
変
化
な
ど
を
考
慮

し
て
、
新
た
な
基
準
に
よ
り
市
域

全
体
を
対
象
と
し
て
作
成
し
た
「
投

票
区
の
再
編
（
案
）
」
に
つ
い
て
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
制
度

に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

　
10
月
16
日

（火）
〜
11
月
15
日

（木）

提
出
方
法

　
住
所
お
よ
び
氏
名
を
記
入
の
上
、

　
①
か
ら
④
の
い
ず
れ
か
の
方
法

　
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

①
選
挙
管
理
委
員
会
に
持
参
す
る
。

　
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
お
よ
び

　
祝
日
を
除
く
午
前
8
時
30
分

　
か
ら
午
後
5
時
30
分
ま
で

②
郵
送
す
る
。

　
〒
4
4
1
‐
1
3
9
2

　（
住
所
不
要
）

　
新
城
市
選
挙
管
理
委
員
会
あ
て

③
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
信
す
る
。
　

　
�
23
‐
2
0
0
2

④
Ｅ
メ
ー
ル
で
送
信
す
る
。

　sen
k
y
o@

city
.sh

in
sh

iro.lg
.jp

※
電
話
に
よ
る
ご
意
見
の
提
出
は
、

　
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

再
編（
案
）の
閲
覧
期
間

　
意
見
の
募
集
期
間
と
同
じ

閲
覧
の
方
法
お
よ
び
場
所

　
･
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
・
選
挙
管
理
委
員
会
（
本
庁
総

　
　
務
課
）
、
鳳
来
・
作
手
各
総

　
　
合
支
所
地
域
振
興
課
（
た
だ

　
　
し
、
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝

　
　
日
を
除
く
午
前
8
時
30
分

　
　
か
ら
午
後
5
時
30
分
ま
で
）

　
･
行
政
区
（
組
）
内
回
覧
物 募

集
要
項
・
試
験
申
込
書
の
配
布
日
、
配
布
場
所

　
・
配
布
日
　
10
月
22
日

（月）
か
ら

　
・
配
布
場
所
　
人
事
課
、市
民
課
、各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

申
込
受
付
期
間
・
受
付
場
所

　
・
受
付
期
間
　
11
月
5
日

（月）
〜
9
日

（金）
　
 

　
・
受
付
場
所
　
人
事
課
（
市
民
体
育
館
2
階
）

一
次
試
験

　
・
日
程
　
11
月
22
日

（木）
（
予
定
）

　
　
※
時
間
や
場
所
な
ど
に
つ
い
て
は
、
受
付
時
に
指
定
し

　
　
　
ま
す
。

　
・
内
容
　
簡
単
な
筆
記
試
験
、
面
接
、
実
技
試
験

　
　
※
詳
し
く
は
、
募
集
要
項
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

人
事
課
　
☎
23
‐
7
6
1
9

●問
本

企
画
課
　
☎
23
‐
7
6
2
1

●問
本

中

　

町

富

　

沢

新豊線、作手線は変更ありません
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児
童
課
　
　

☎
23
‐
7
6
2
2

市
民
福
祉
課
　☎
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課
　☎
37
‐
2
2
1
1

■鳳 ■本
●問

■作

来
年
４
月
か
ら
入
園
を
希
望
さ
れ
る
児
童
の
入
園
手
続
き
を
行
い
ま
す

中 央

城 北

千 郷 東

千 郷 中

千 郷 西

東 郷 東

東 郷 中

東 郷 西

東 部

宇 利

吉 川

鳳 来

海 老

鳳 来 西

能 登 瀬

川 合

山 吉 田

大 野

長 篠

作 手

午前9時30分～１１時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時30分～１１時３０分

午後1時30分～3時30分

午前9時30分～１１時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時30分～１１時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時30分～１0時30分

午前11時～正午　　

午後1時30分～２時30分

午後1時30分～2時

午後2時30分～3時

午後3時30分～4時

午後2時～2時30分

午後3時～3時30分

午後1時30分～2時30分

午後3時～4時　　　

午後1時30分～3時30分

午前9時30分～11時

12月3日（月）

12月3日（月）

12月4日（ 火 ）

12月4日（ 火 ）

12月5日（ 水 ）

12月5日（ 水 ）

12月6日（ 木 ）

12月6日（ 木 ）

12月7日（ 金 ）

12月7日（ 金 ）

12月7日（ 金 ）

12月10日（月）

12月10日（月）

12月10日（月）

12月11日（火）

12月11日（火）

12月12日（水）

12月12日（水）

12月13日（木）

12月14日（金）

保 育 園
（受付場所）

受　　付　　日　　時

受付および面接日程

保育内容（予定）

一 般 保 育

延 長 保 育

乳 児 保 育
（0歳児）

障害児保育

「受付および面接日程」表の園区分

◇対象児童
　保護者が仕事などの事情で、昼間家庭で保育ができない乳幼児
◇対象園
　全園　平日　午前8時～午後4時　土曜日　午前8時～正午　　　　　　

◇対象児童
　保護者の就労状況や家庭の事情で、一般保育時間を延長して長時間の保育が必要な乳幼児
◇対象園　 全園
　平日　午前7時30分～午後5時30分
　土曜日　午前7時30分～午後0時30分
　（中央、城北、千郷東、千郷西、長篠、大野、作手保育園は平日は午後７時まで。
　　土曜日は午後1時30分まで）

◇対象児童
　おおむね生後6カ月を超え満１歳に満たない乳児
◇対象園 
　中央、城北、千郷東、東郷中、長篠、作手保育園

◇対象児童
　障害の程度が軽度または中程度の集団保育が可能なおおむね4歳以上の幼児
◇対象園
　全園

保育の種類

入
園
希
望
の
対
象
児

　
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
、
新
規
に
保

育
を
希
望
さ
れ
る
乳
幼
児

入
園
申
込
書
の
配
布

　
11
月
７
日

（水）
か
ら
、
各
保
育
園
、
本
庁

児
童
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

で
お
渡
し
し
ま
す
。

入
園
の
手
続
き

　
入
園
申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、

希
望
さ
れ
る
保
育
園
へ
お
子
さ
ん
と
一
緒

に
ご
来
園
く
だ
さ
い
。

・
現
在
、
在
園
中
の
お
子
さ
ん
で
保
育
に

　
欠
け
な
い
児
童（
私
的
契
約
児
）
の
場
合

　
は
、
入
園
申
し
込
み
の
手
続
き
が
新
た

　
に
必
要
で
す
。

※
保
育
園
の
定
員
を
超
え
た
時
は
、
抽
選

　
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

受
付
日
程
で
入
園
申
し
込
み
が
で
き
な
い
方

　
12
月
17
日

（月）
〜
28
日

（金）
の
間
に
本
庁
児

童
課
、
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
ま
た
は

希
望
保
育
園
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
土
、
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
日
）
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■本

じ
ょ
う
ほ
う
課
　
☎
23
‐
7
6
2
3

●問

　﹇
テ
ィ
ー
ズ
﹈
の
光
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
は
定
額
料
金
で
す
の
で
、
１

日
中
使
っ
て
も
料
金
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
料
金
に
は
プ
ロ
バ
イ

ダ
料
、
回
線
利
用
料
、
モ
デ
ム
レ

ン
タ
ル
料
な
ど
通
信
に
必
要
な
料

金
は
す
べ
て
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
用
途
に
合
わ
せ
て
サ
ー

ビ
ス
ク
ラ
ス
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

﹇
テ
ィ
ー
ズ
﹈
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

�
24
時
間
電
話
サ
ポ
ー
ト

　
電
話
で
の
サ
ポ
ー
ト
は
、
年
中
無

休
、
24

時
間
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
始
め

る
方
も
安
心
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

�
パ
ソ
コ
ン
初
期
設
定
無
料

　
﹇
テ
ィ
ー
ズ
﹈
で
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
た
め
の
初
期
設

定
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

※
初
期
設
定
無
料
サ
ー
ビ
ス
は
、
パ

　
ソ
コ
ン
１
台
で
、
モ
デ
ム
と
パ
ソ

　
コ
ン
を
直
接
接
続
す
る
場
合
に
限

　
り
ま
す
。

※
W
i
n
d
o
w
s
95
は
設
定
で
き

　
ま
せ
ん
。

�ウィルスメールチェックサービス
　ウィルスに感染する主な原因であるウィルスメールをブロックします。

�迷惑メールチェックサービス
　迷惑メールを［ティーズ］のサーバが自動判別して、メールのタイトル
　にspam（スパム）をつけて届けます。また無差別かつ大量に送られてく

　るメールは、ティーズのサーバで阻止します。

光10メガ

〈サービスクラス〉

月額3,675円

光100メガ 月額5,250円

低料金コース。ホームページ

閲覧やメールの送受信ならこ

ちらのコースがおすすめです。

超高速コース。音楽、動画の

ダウンロードなど大容量のデ

ータのやり取りをされるなら

こちらのコースがおすすめです。

迷惑メール判定 受信メール

［ティーズ］
ウイルスチェック

サーバ

［ティーズ］
ユーザ

［ティーズ］
ユーザ

ウイルス駆除済
メール

普通のメール

普通の
メール

迷惑
メール

メールのタイトルに
［ spam ］がつく

ウイルス駆除済
メール

ウイルスメール

ウイルスメール

受信

受信

送信

ブロ
ック

ブロ
ック

STO
P

STO
P

STO
P

STO
P

（
平
成
19
年
12
月
末
日
ま
で
）

（10月16日現在）
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5,000件

4,500件

4,000件

3,500件

95.0%

90.0%

85.0%

80.0%

75.0%

70.0%H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

登録件数

注射件数

接 種 率

4,593件 4,626件 4,752件 4,838件 4,883件 4,924件 4,967件

4,131件 4,129件 4,180件 4,244件 4,211件 4,240件 3,873件

89.9% 89.3% 88.0% 87.7% 86.2% 86.1% 78.0%

環境課　☎23‐7629●問 本

※H13～18年度は年度末、H19年度は8月末現在

　
今
年
も
環
境
美
化
、
ご
み
減
量
化
、

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
の
高
揚
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
市
内
の
小
学
４
年
生

を
対
象
に
環
境
ポ
ス
タ
ー
の
募
集
を
し

た
と
こ
ろ
、
263
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
補
助
金
は
残
り
4
件
分
で
す
。

（
10
月
1
日
現
在
）
詳
細
は
環
境
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

入
賞
者
の
皆
さ
ん
で
す

　
金
賞
　
立
野
　
陽
太
（
舟
着
小
）

　
　
　
　
大
江
　
悠
介
（
八
名
小
）

　
銀
賞
　
松
本
　
　
涼
（
東
郷
東
小
）

　
　
　
　
竹
下
　
真
穂
（
東
郷
東
小
）

　
　
　
　
白
井
　
結
花
（
舟
着
小
）

　
銅
賞
　
野
澤
　
稔
史
（
東
郷
西
小
）

　
　
　
　
花
畠
　
拓
海
（
八
名
小
）

　
　
　
　
松
井
　
一
馬
（
山
吉
田
小
）

　
　
　
　
鈴
木
里
歩
子
（
山
吉
田
小
）

　
　
　
　
小
倉
　
佑
太
（
山
吉
田
小
）

 
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
犬
の
飼
い

主
は
、
生
後
90
日
を
経
過
し
た
犬
の
登

録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
グ
ラ
フ
の
と
お
り
、
毎
年
犬
の
登

録
数
は
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
狂
犬
病

予
防
注
射
の
接
種
率
は
低
下
し
て
い
ま

す
。

 
今
年
度
、
ま
だ
接
種
し
て
い
な
い
犬

は
飼
い
主
の
責
任
に
お
い
て
、
必
ず
狂

犬
病
予
防
注
射
の
接
種
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　
狂
犬
病
は
、
「
狂
犬
病
ウ
イ
ル
ス
」

を
病
原
体
と
す
る
ウ
イ
ル
ス
性
の
人
獣

共
通
感
染
症
で
、
人
を
含
め
た
す
べ
て

の
哺
乳
類
が
感
染
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
名
称
か
ら
「
犬
だ
け
の
病
気
」

の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
犬
だ

け
で
な
く
ネ
コ
、
キ
ツ
ネ
、
リ
ス
な
ど

か
ら
も
感
染
し
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
は
唾

液
中
に
排
泄
さ
れ
る
た
め
、
感
染
し
た

動
物
に
咬
ま
れ
た
り
、
傷
の
あ
る
皮
膚

を
な
め
ら
れ
た
り
し
た
場
合
な
ど
に
感

染
し
ま
す
。

　
日
本
で
は
す
で
に
撲
滅
し
た
と
い
わ

れ
、
50
年
間
ほ
ど
国
内
か
ら
の
狂
犬
病

の
発
生
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
昨
年
、

海
外
旅
行
者
が
現
地
で
感
染
し
た
事
例

な
ど
も
あ
る
よ
う
に
、
近
隣
諸
国
で
は

狂
犬
病
が
蔓
延
し
て
い
る
地
域
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
海
外
旅
行
者
に
よ

る
輸
入
狂
犬
病
や
輸
入
動
物
に
よ
る
狂

犬
病
が
日
本
へ
侵
入
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　
狂
犬
病
は
発
病
後
の
死
亡
率
が
ほ
ぼ

100
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
有
効
な
治
療
法
は

な
い
と
い
う
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
が
、

人
で
も
動
物
で
も
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

す
る
こ
と
で
発
病
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
飼
い
主
や
周

り
の
人
が
飼
っ
て
い
る
犬
か
ら
感
染
す

る
こ
と
を
予
防
す
る
た
め
接
種
し
ま
す
。

飼
い
犬
が
、
い
つ
ど
こ
で
ど
ん
な
動
物

か
ら
感
染
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
狂

犬
病
の
恐
ろ
し
さ
を
理
解
し
て
、
責
任

を
持
っ
て
狂
犬
病
予
防
注
射
を
し
て
く

だ
さ
い
。

譲
り
た
い
も
の

�
石
臼
・
杵

�
木
刀
（
80
セ
ン
チ
）

�
学
習
机
（
小
学
生
女
子
用
）

�
一
輪
車
（
小
学
生
女
子
用
）

「
譲
り
た
い
も
の
」
と
「
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
」
の
あ
る
方
は
、

①
名
前
②
住
所
③
電
話
番
号
を
環
境
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

譲
っ
て
ほ
し
い
も
の

�
自
転
車
（
大
人
用
）

�
キ
ー
ボ
ー
ド
（
楽
器
‐
子
ど
も
用
を
含
む
）

�
箱
型
ミ
シ
ン

�
七
五
三
着
物
セ
ッ
ト
（
三
才
・
七
才
女
子
用
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
才
・
五
才
男
子
用
）

（
敬
称
略
）

ま

ん

え

ん

じ
ん
じ
ゅ
う

き
ょ
う
つ
う
か
ん
せ
ん
し
ょ
う

お
お

え
　
　
　

ゆ
う

す
け

こ

う

よ

う

ま
つ
も
と
　
　
　
　
　
り
ょ
う

た
け

し
た
　
　
　
ま
　

ほ

し
ら

い
　
　
　
　ゆ
う

か

の

ざ
わ
　
　
　
と
し

ふ
み

は
な
ば
た
け
　
　
た
く

み

ま
つ

い
　
　
　
　
か
ず

ま

す
ず

き

り

ほ

こ

お

ぐ
ら
　
　
　
ゆ

う

た

た
つ

の
　
　
　

よ
う

た

は

い

せ

つ
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　17日（祝）の敬老の日を前に、穂積市長が 100 歳

以上のお年寄り 7 人を訪問しました。市内で 100

歳以上の方は 16 人です。

　杉山地区の古市さくみさん（100 歳）は、穂積

市長がお祝いのことばをかけると、うれしそうに

ほほ笑んでいました。

　市民と行政が景観のあるまちづくりをともに考

えることを目的に、愛知県景観シンポジウム

2007in 新城が、新城文化会館で開かれました。

　基調講演では、愛知教育大学の寺本 潔 教授が

「田畑の風景は日本の原風景。新城は日本の原風

景が味わえるところです。そのような概念を持っ

て、全国に情報発信してほしい」と話しました。

　また、パネルディスカッションでは、3 人のパ

ネリストから、日ごろの活動を通し感じる新城の

魅力について報告がありました。

　「だれもが自分らしく生き生きと暮らせる社会」

と「社会に参画するための施策」を推進する、新

城市男女共同参画推進協議会と新城市男女共同参

画プラン策定委員会が、新城文化会館で合同の会

議を開きました。

　穂積市長は、「男女共同参画は、ことばとして

定着しています。社会の意思決定の場に、精神と

システムを組み込んでいただきたい」とあいさつ。

　引き続き、県男女共同参画室長の佐藤祈美栄氏

による「国・県の男女共同参画社会づくり」の講

話がありました。

　男女共同参画プランは、平成 21 年 3 月の予定

で策定します。

9／14 �

8／30�

9/ 24
（月・振休）

き み え

きよし
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祭

礼

能

文
化
課
　
☎
23
‐
7
6
5
5

　
新
城
駅
の
北
側
に
富
永
神
社
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
神
社
の
境
内
に
は
、
能
舞

台
が
あ
り
、
毎
年
秋
の
祭
礼
の
と
き
に

は
、
地
元
の
人
た
ち
の
手
に
よ
る
能
狂

言
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
能
舞
台
・
能
装
束
・
能
面
・
祭
礼
能

の
そ
れ
ぞ
れ
が
市
の
指
定
文
化
財
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
　

　
新
城
の
能
の
歴
史
は
、
戦
国
時
代
に

始
ま
り
ま
す
。
天
正
３
（
１
５
７
５
）
年
の

長
篠
の
戦
い
で
功
績
の
あ
っ
た
奥
平
信

昌
が
、
こ
の
地
に
新
し
い
城
（
新
城
城
）

を
築
き
、
翌
年
そ
の
落
成
祝
い
に
観
世

与
三
郎
を
招
き
城
中
で
祝
能
を
催
し
た

の
が
始
ま
り
で
す
。

　
そ
の
後
、
能
は
ま
す
ま
す
盛
ん
と
な

り
、
町
衆
の
中
に
も
能
の
愛
好
者
が
出

て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
元
文
元

（
１
７
３
６
）
年
、
領
主
の
菅
沼
定
用
の
家

督
を
祝
っ
て
社
前
に
能
を
奉
納
し
ま
し

た
。
こ
れ
が
例
と
な
り
、
毎
年
の
祭
礼

の
と
き
、
氏
子
が
奉
納
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
以
後
約
270
年
間
連
綿
と
受

け
継
が
れ
、
今
日
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。

　川路区では、和太鼓の整備を

しました。演奏活動を通じて、

地域の文化振興や世代を超えた

コミュニティ活動の推進が期待

されます。

　愛郷コミュニティ推進委員会では、コピー機、

音響セット、発電機、冷蔵庫、デジタルカメラ、

テレビ、エアコン、掃除機、椅子などを整備

しました。

　愛郷コミュニティ推進委員長は「区民や帰

省してきた大勢の人たちが参加して行われた“ふ

るさと祭り”では、購入した備品を活用する

ことができました」と話していました。

愛郷コミュニティ
推進委員会

川 路 区

●問
本

コミュニティ助成事業とは

（財）自治総合センターが、コミュニティの健全な発展と宝くじの普及広報を図るために、宝くじの収入を財源として助成を行うものです。

平成19年度（財）自治総合センターによるコミュニティ助成事業　

さ

い

　

れ

い

　

の

う

か わ じ あ い ご う

と

み

な

が

じ

ん

じ

ゃ

け

い

だ

い

ほ

う

の

う

し
ょ
う
ぞ
く

て
ん
し
ょ
う

ま
さ

お
く
だ
い
ら
の
ぶ

ら

く

せ

い

か
ん

ぜ

よ

さ

ぶ

ろ

う

さ

だ

も

ち

げ

ん

ぶ

ん

か

と

く

う
じ

こ

れ

ん

め

ん
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親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

　
市
文
化
協
会
☎
23
‐
7
6
5
6

　
文
化
の
薫
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
市
文
化
協
会
で
は
、
今
年
も

文
化
祭
を
は
じ
め
、
秋
の
市
民
茶

会
な
ど
の
各
種
行
事
を
開
催
し
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
11
月
２
日

（金）
〜
４
日

（日）

　
午
前
10
時

　
新
城
文
化
会
館
・
鳳
来
開
発
セ

　
ン
タ
ー
・
作
手
開
発
セ
ン
タ
ー

　
絵
画
・
書
道
・
生
け
花
・
草
木

　
盆
栽
・
水
墨
画
・
短
歌
・
俳
句
・

　
写
真
・
盆
石
・
手
工
芸
・
き
も

　
の
帯
結
び
展
・
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

　
作
品
公
開

「
市
民
芸
能
祭
」

　
11
月
３
日

（祝）
　
午
前
９
時
30
分

　
新
城
文
化
会
館

　
11
月
18
日

（日）
　
午
前
９
時
30
分

　
鳳
来
中
央
集
会
所

　
無
料

「
市
民
音
楽
祭
」

　
11
月
４
日

（日）
　
午
前
９
時

　
新
城
文
化
会
館

　
200
円

　
　
文
化
課
　
☎
23
‐
7
6
5
5

　
11
月
18
日

（日）
　
午
前
11
時
開
演

　
新
城
文
化
会
館

　
第
一
幕
　
神
霊
矢
口
渡
―
頓
兵

　
　
　
　
　
衛
住
家
の
場
（
作
手

　
　
　
　
　
若
芽
会
）

　
第
二
幕
　
奥
州
安
達
原
三
段
目

　
　
　
　
　
―
袖
萩
祭
文
の
場

　
　
　
　
　
（
山
乃
手
歌
舞
伎
）

　
第
三
幕
　
曽
我
十
二
時
―
揚
巻

　
　
　
　
　
助
六
（
臼
子
子
供
歌

　
　
　
　
　
舞
伎
）

　
第
四
幕
　
菅
原
伝
授
手
習
鑑
―

　
　
　
　
　
寺
子
屋
の
場
（
鳥
原

　
　
　
　
　
歌
舞
伎
）

　
総
合
案
内
役

　
安
田

文
吉

氏

　
葛
西

聖
司

氏

　
全
席
自
由
　
１，
０
０
０
円

　
新
城
文
化
会
館
ほ
か
プ
レ
イ
ガ

　
イ
ド
で
好
評
発
売
中

　
　
生
涯
学
習
課

　
　
☎
23
‐
7
6
5
4

【
に
こ
に
こ
】

　
第
７
回
　
11
月
16
日

（金）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

　
ち
び
っ
こ
交
通
安
全
教
室

　
幼
児
向
け
の
交
通
安
全
教
室

市
民
文
化
祭

自
然
を
楽
し
く
学
ぶ
学
習
会

第
20
回

新
城
歌
舞
伎
公
演

　
　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
　
☎
35
‐
1
0
0
1

　
　
�
35
‐
5
0
1
2

　

h
o
u
ra

i9
8

@
m

b
.in

fo
w

e
b
.n

e
.jp

　

　
〒
4
4
1
‐
1
9
4
4

  
 

新
城
市
門
谷
字
森
脇
6

「
県
民
の
森
で
秋
の
紅
葉
を
楽
し
む
」

　
11
月
11
日

（日）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
愛
知
県
民
の
森

　
モ
リ
ト
ピ
ア
愛
知
前
芝
生
広
場

　
秋
の
植
物
観
察

　
大
人
500
円
、
小
・
中
学
生
300
円

　
50
人

　
筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物
、
採

　
集
用
具

　
博
物
館
学
術
委
員

　
野
外
観
察
が
で
き
る
服
装
で
お

　
越
し
く
だ
さ
い
。

秋
冬
の
特
別
展

「
み
ん
な
の
博
物
館
」
展

　
11
月
23
日

（祝）
〜
平
成
20
年
2

　
月
3
日

（日）
（
火
曜
は
休
館
）

　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館
　

　
市
内
小
学
生
の
自
然
学
習
や
自

　
由
研
究
の
成
果
、
博
物
館
友
の

　
会
員
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
作
品

　
の
展
示

　
通
常
入
館
料
で
見
学
で
き
ま
す

　
（
大
人
210
円
、
小
・
中
学
生
100

　
円
）

博
物
館
44
周
年
感
謝
祭

　
11
月
23
日

（祝）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館
　

　
化
石
・
地
元
産
鉱
物
類
・
書
籍
・

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
グ

　
ッ
ズ
の
特
別
販
売
、
宝
石
・
鉱

　
物
探
し
、
ス
ト
ー
ン
ペ
イ
ン
テ

　
ィ
ン
グ
体
験
な
ど
、
１
年
に
一

　
度
の
お
楽
し
み
企
画
が
い
っ
ぱ

　
い
あ
り
ま
す
。

市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

パ
ト
カ
ー
へ
の
試
乗
も
あ
り
ま
す
。

　
未
就
園
児
と
そ
の
親

　
無
料

　
参
加
自
由
で
申
し
込
み
は
不
要

　
で
す
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

　
だ
さ
い
。

　
　
　
生
涯
学
習
課

　
　
　
☎
23
‐
7
6
5
4

　
12
月
１
日

（土）

　
午
前
９
時
15
分
〜
正
午

　
（
雨
天
中
止
）

　
大
島
ダ
ム
右
岸
駐
車
場

　
晩
秋
の
朝
霧
湖
と
百
間
滝
を
巡

　
る

　
ど
な
た
で
も

　
飲
み
物
な
ど
は
各
自
で
用
意
し

　
て
く
だ
さ
い
。

　
11
月
19
日

（月）

　
直
接
来
庁
さ
れ
る
か
、
電
話
で

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
100
円
（
保
険
料
な
ど
、
当
日
集

　
金

あ

さ

ぎ

り

こ

ひ
ゃ
っ
け
ん
だ
き

）

●内

●申
●問

●時
●所

●受
●対

●応

●内

対象・資格

申し込み

問い合わせ

内容

●講
●定

講師・指導

募集人員

応募方法

日時・期間

場所・会場

●集 集合場所

受け付け

省略文字の見方

●〆 締め切り

●HP

●em

●持
●￥

●他 その他

費用・会費

ホームページ

Eメール

持ち物

本庁

鳳来総合支所

作手総合支所

■本
■鳳
■作

●問
■本

●所

●所●所 ●時

●時

●時●所

●所

●時

●時

ぶ

ん

き

ち

せ

い

じ

か

お

し
ん
れ
い
や
ぐ
ち
の
わ
た
し

お
う
し
ゅ
う
あ
だ
ち
が
は
ら
さ
ん
だ
ん
め

そ
で
は
ぎ
さ
い
も
ん
　
　
　
ば

そ
　
が
　
じ
ゅ
う
に
と
き

す
が
わ
ら
で
ん
じ
ゅ
て
な
ら
い
か
が
み

あ
げ
ま
き

え
　
す
み

か
　
　
　

ば

と
ん
　
べ

●em●時

●時

●時

●時

●所

●所

●所

●所

●持

●￥

●￥●￥

●￥

●￥●他 ●内

●内

●内

●内

●内

●講 ●定
●申
●問

●問

■本
●問

●集

す
け
ろ
く

て
ら

こ
　
や
　
　
　
ば

う
　
が
ん

●対●時 ●￥●内●対●他 ●集●〆●￥ ●他
●申
●問

■本
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老
連
生
き
い
き
ま
つ
り

　
市
老
人
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
☎
23
‐
0
4
4
1

　
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
広
く
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
合
併
後
初

め
て
の
「
老
連
生
き
い
き
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
11
月
28
日

（水）
・
29
日

（木）

ス
テ
ー
ジ
発
表
　

　
28
日

（水）
　
午
前
10
時
〜
午
後
３

　
時
30
分

展
示
即
売
会
 

　
28
日

（水）
　
午
前
10
時
〜
午
後
４

　
時

　
29
日

（木）
　
午
前
10
時
〜
正
午

　
新
城
文
化
会
館

　
ス
テ
ー
ジ
発
表
（
歌
謡
ク
ラ
ブ
、

　
民
謡
、
ダ
ン
ス
、
大
正
琴
な
ど
）

　
・
展
示
室
（
書
道
、
盆
栽
、
編

　
み
物
、
写
真
、
絵
画
な
ど
）

・
女
性
部
作
品
、
陶
芸
の
展
示
即

　
売
と
木
彫
り
の
実
演
　

・
新
米
や
穀
類
、
生
鮮
野
菜
な
ど

　
の
即
売

　
新
城
保
健
所

　
☎
22
‐
2
2
0
3

　
認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識
、

患
者
へ
の
介
護
・
対
応
に
つ
い
て

専
門
家
が
分
か
り
や
す
く
解
説
し
、

各
分
野
で
の
取
り
組
み
や
介
護
経

験
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　
11
月
17
日
(土)

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
40
分

　
新
城
文
化
会
館

　
基
調
講
演
「
知
っ
て
お
き
た
い

　
認
知
症
の
基
本
」

　
〜
上
手
な
介
護
、
適
切
な
対
応
は

　
認
知
症
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
〜

　
成
田
記
念
病
院
　
神
経
内
科
部
長

　
川
畑

信
也

氏

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
「
地
域
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

　
組
み
」

・
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
主
任
保
健
師
　
市
野

朝
子

氏

・
新
城
市
民
病
院
　
外
来
医
療
部

　
看
護
師
　
天
野

勝
子

氏

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
好
日
庵

　
管
理
者
　
原
田

郁
代

氏

・
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト

　
山
本

美
緒

氏

　
無
料

　
予
約
は
不
要
で
す
。

認
知
症
等
の
普
及
啓
発

地
域
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

〜
知
っ
て
生
か
そ
う

　
　
認
知
症
の
基
礎
と
ケ
ア
〜

12月1日（土）

午後1時30分～3時

新城文化会館

男女共同参画

～男の家事が社会を変える～

食生活ジャーナリスト　佐藤 達夫 氏

無料

11月20日（火）　

電話でお申し込みください。

就学前児童の託児あり。（事前にご連絡くだ

さい）

※男性の方の参加大歓迎

プロフィール

　「健康のためにはどのような食生活を送れ

ばいいか」を情報発信している。また、女性

が社会的に自立するためには男性の家庭内自

立を説き、実践している。ＮＨＫ「今日の料

理」などに執筆中。

昭和22年生まれ。

い
ろ
ど

と
み
　
お

さ とう　　たつ お

　
　
地
域
振
興
課

　
　
☎
32
‐
0
5
1
3

鳳
来
四
季
の
彩
り
風
景
写
真
展
　

　
市
内
門
谷
在
住
の
中
根
福
雄
さ

ん
が
、
鳳
来
の
景
観
が
織
り
成
す

四
季
折
々
の
美
し
い
彩
り
を
、
カ

メ
ラ
に
収
め
た
写
真
展
で
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
11
月
１
日

（木）
〜
30
日

（金）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
30
日
は
午
前
中
の
み
展
示

　
観
来
館
（
鳳
来
寺
山
　
表
参
道

　
入
口
）

　
休
館
日
　
火
曜
日

観
来
館
11
月
の
展
示

み

に

こ

ん

か

ん

じょうほう課　☎23‐7623

じょうほう課　☎23‐7623

　
北
設
楽
郡
に
移
住
し
て
新
規
に

農
林
業
を
や
り
た
い
方
、
定
年
を

機
に
帰
農
や
就
農
林
を
考
え
て
い

る
方
な
ど
、
少
し
で
も
農
林
業
に

関
心
が
あ
る
方
な
ら
誰
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
当
日

参
加
も
可
能
で
す
。

　
11
月
23
日

（祝）

　
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

　
設
楽
町
津
具
総
合
支
所

　
①
北
設
楽
郡
各
町
村
、
Ｊ
Ａ
愛

　
　
知
東
、
森
林
組
合
に
よ
る
受

　
　
け
入
れ
体
制
な
ど
の
説
明

　
②
ブ
ー
ス
で
の
個
別
相
談
（
各

　
　
町
村
、
Ｊ
Ａ
愛
知
東
、
各
森

　
　
林
組
合
の
８
ブ
ー
ス
）

　
地
元
特
産
品
（
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

ト
マ
ト
、
東
栄
ス
モ
ー
ク
チ
キ
ン

な
ど
）
の
試
食
も
あ
り
ま
す
。

※
町
村
ご
と
の
現
地
見
学
も
で
き

　
ま
す
。

県
新
城
設
楽
農
林
水
産
事
務
所

☎
0
5
3
6
‐
62
‐
0
5
4
6

「
お
い
で
ん
北
設
楽
！
農
林
業

来
て
し
た
ら
！
」
就
農
林
相
談
会

料理は、工夫次第で楽しく生まれ変わります。

11月24日(土)

午前10時～午後１時

勤労青少年ホーム

まかない料理に挑戦

※まかない料理とは、厨房の料理人たちが、

　自分たちのために余った食材を使い、短時

　間で作る料理のことです。

浅田 利彦 氏

男性15人

11月20日（火）

電話でお申し込みください。

600円程度（材料費）

あ さ 　だ 　 　と し ひ こ

ろ
う
れ
ん

●時

●時

●講

●講

●問

●所

●所

●所

●時●内

●内

●内

●〆

●￥

●￥

●問

●申●問 ■本

●申●問 ■本

●所 ●時●他

●他

●他

●問
■鳳

き

　
の

う

●申
●問

●時●内 ●所

●所

●時

●内

●定
●講

●〆

●￥
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●em 「
こ
ど
も
の
こ
こ
ろ
を
育
て
る

講
演
会
」

「
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
」

　
　
新
城
保
健
所

　
　
☎
22
‐
2
2
0
3

　
　
設
楽
支
所

　

☎
0
5
3
6
‐
62
‐
0
5
7
1

　
11
月
22
日

（木）

　
午
後
１
時
30
〜
３
時

　
新
城
保
健
所

　
か
ず
お
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
大
瀧

和
男
　
院
長
 

　
50
人

　
11
月
16
日
(金)

〜
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

　
　
　
　
　
　
　
視
点
か
ら
〜

文
化
活
動
初
心
者
入
門
講
座

森
林
政
策
課

�
23
‐
7
6
3
1

�
23
‐
2
0
0
2

　
市
民
管
理
の
森
づ
く
り
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
進
め
て
い

く
た
め
に
、
森
林
・
林
業
に
関
す

る
知
識
と
技
術
を
実
践
に
即
し
た

形
で
学
び
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
を
育
成

し
て
い
く
講
座
で
す
。
第
７
回
か

ら
は
、
間
伐
作
業
を
実
施
予
定
で

す
。
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

 
第
７
回
　
11
月
11
日

（日）

 
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

 
第
８
回
　
12
月
23
日

（祝）

 
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

 
門
谷
地
内

 
無
料

 
（
昼
食
代
は
別
途
必
要
）

 
各
回
と
も
先
着
15
人

 
第
７
回
　
11
月
５
日

（月）

 
第
８
回
　
12
月
17
日

（月）

※
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
 

　
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

市
文
化
協
会

☎
23
‐
7
6
5
6

日にち　平成20年1月20日（日）雨天決行

場　所　新城総合公園と周辺一般公道

参加料　競技の部

　　　　一般2,000円、高校生1,000円

　　　　小・中学生500円

　　　　ジョギングの部

　　　　一般1,500円、高校生1,000円

　　　　小・中学生500円

募集期間　11月1日（木）～30日(金) 

※種目など詳細については、スポーツ課までお問

　い合わせください。

スポーツ課　☎23‐7653

ringyou@
city.shinshiro.lg.jp

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
よ
り
多
く

の
文
化
活
動
に
楽
し
く
接
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
初
心
者
入
門
講
座

を
開
設
し
ま
す
。
会
場
は
す
べ
て

新
城
文
化
会
館
で
す
。

書
に
親
し
む
（
書
道
）

　
11
月
７
日
、
14
日
、
21
日

　
12
月
５
日
、
12
日
（
全
水
曜
日
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
金
子

賢
次

氏

　
20
人

　
11
月
４
日

（日）

中
高
年
か
ら
始
め
る
フ
ラ
ダ
ン
ス

　
11
月
９
日
、
16
日
、
30
日

　
12
月
７
日
、
14
日
（
全
金
曜
日
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
15
分

　
高
木

よ
し
子

氏

　
20
人

　
11
月
７
日

（水）

絵
手
紙
を
楽
し
む

　
11
月
10
日
、
24
日

　
12
月
８
日
、
15
日
、
22
日
（
全

　
土
曜
日
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
徳
升

雅
典

氏

　
20
人

　
11
月
７
日

（水）

楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う（
歌
謡
）

　
11
月
11
日
、
18
日
　
　

　
12
月
９
日
、
23
日
、
平
成
20
年

　
１
月
20
日
（
全
日
曜
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
加
藤

加
代
子

氏

　
20
人

　
11
月
８
日

（木）

楽
し
い
俳
句

　
11
月
11
日
、
18
日

　
12
月
２
日
、
９
日
、
16
日
（
全

　
日
曜
日
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
夏
目

立
夫

氏

　
20
人

　
11
月
８
日

（木）

楽
し
く
大
正
琴

　
11
月
８
日
、
15
日
、
22
日

　
12
月
６
日
、
13
日
（
全
木
曜
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
阿
部

和
子

氏
 

　
20
人

　
11
月
４
日

（日）
　　

　
各
講
座
1,
0
0
0
円

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

※
テ
キ
ス
ト
は
講
師
が
用
意
し
ま

　
す
。

「
東
三
河
・
人
に
や
さ
し
い

　
ま
ち
づ
く
り
講
座
」

　
12
月
1
日

（土）
　
午
後
1
時
〜

　
5
時
（
受
け
付
け
は
午
後
０
時

　
30
分
か
ら
）

　
新
城
文
化
会
館
　

　
テ
ー
マ
　
人
に
や
さ
し
い
魅
力

　
あ
る
街
づ
く
り

　
東
三
河
5
市
の
街
づ
く
り
グ
ル

　
ー
プ

　
豊
橋
技
術
科
学
大
学
　

　
大
貝

彰

氏
　

　
都
市
調
査
室
　
代
表
　

　
高
田

弘
子

氏

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
80
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

　
切
り
）

　
無
料

※
電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
E
メ
ー

　
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

都
市
計
画
課

☎
23
‐
7
6
4
0

�
23
‐
7
0
4
7
　

to
s
h
i-m

a
c
h
i@

c
ity

.s
h
in

s
h
iro

.lg
.jp

「
東
三
河
・
人
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り

　
地
域
セ
ミ
ナ
ー
in
新
城
」

　
12
月
８
日

（土）
　
午
後
1
時
〜

　
5
時
（
受
け
付
け
は
午
後
０
時

　
30
分
か
ら
）

　
新
城
文
化
会
館
　

都
市
計
画
課

☎
23
‐
7
6
4
0

�
23
‐
7
0
4
7
　

to
s
h
i-m

a
c
h
i@

c
ity

.s
h
in

s
h
iro

.lg
.jp
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●定●定●定

●定

●定

●講

●講

●講●講 ●講●講

●講
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●〆●〆

●〆●〆 ●〆●〆

●〆

お

お

た

き

　

か

ず

お

け

ん

じ

と

く

ま

す

　

ま

さ

の

り

か

よ

こ

た
つ

お

あ

べ

　

　

か

ず

こ

●￥●問
●申

●申
●問

■本

●申●問 ■本

●所 ●時●内●講

●対●定●￥

●￥
●申
●問

■本

●em

お
お

が
い
　
あ
き
ら

ひ
ろ

こ

た
か

だ

●所 ●時
●申
●問

■本

●em
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都
市
計
画
審
議
会
委
員

あ
な
た
の
ま
ち
の
「
大
切
な
風
景
」

ジ
ュ
ニ
ア
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
養
成
楽
級

川
原
の
学
校
「
石
こ
ろ
教
室
」
生
徒

　
市
で
は
、
都
市
計
画
に
関
す
る

事
項
を
調
査
・
審
議
す
る
必
要
が

あ
る
時
、
都
市
計
画
審
議
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
審
議
会
に
、

市
民
の
方
の
参
加
を
い
た
だ
く
た

め
、
委
員
の
募
集
を
し
ま
す
。

　
任
期
　
12
月
１
日
〜
平
成
21
年

　
11
月
30
日
の
２
年
間

　
市
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
方

　
若
干
名

　
11
月
15
日

（木）

　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

　
職
業
、
略
歴
、
応
募
の
動
機
を

　
明
記
の
上
、
郵
便
、
フ
ァ
ッ
ク

　
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
応
募

　
く
だ
さ
い
。
様
式
は
問
い
ま
せ

　
ん
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
面
接

　
に
よ
り
決
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

　
ま
す
。

　
市
を
流
れ
る
豊
川
の
川
原
の
石

こ
ろ
を
調
べ
て
、
大
地
の
成
り
立

ち
や
、
石
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と
を
訪

ね
ま
す
。
石
を
使
っ
た
遊
び
や
、

石
こ
ろ
標
本
も
作
り
ま
す
。

　
第
1
回
　
10
月
28
日

（日）
　

　
「
上
流
の
よ
う
す
を
調
べ
る
」

　
第
2
回
　
11
月
18
日

（日）

　
「
中
流
の
よ
う
す
を
調
べ
る
」

　
第
3
回
　
12
月
9
日

（日）

　
「
現
在
の
川
原
と
大
昔
の
川
原
、

　
　
段
丘
の
測
定
」

　
第
4
回
　
平
成
20
年
1
月
13
日

（日）

　
「
石
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と
を
さ
ぐ
る
」

　
豊
川
中
流
〜
上
流
部

　
20
人

　
小
学
校
高
学
年
お
よ
び
中
学
生

　
無
料

　
美
し
い
愛
知
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
に
、
県
内
で
、
あ
な
た
に

と
っ
て
大
切
に
し
、
守
り
育
て
た

い
景
観
を
、
景
観
資
源
と
し
て
募

集
し
ま
す
。

・
応
募
用
紙
の
配
布
・
提
出
先

　
都
市
計
画
課

　
11
月
９
日

（金）
（
必
着
）

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
の
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

都
市
計
画
課

☎
23
‐
7
6
4
0

�
23
‐
7
0
4
7
　

to
s

h
i@

c
ity

.s
h

in
s

h
iro

.lg
.jp

　
テ
ー
マ
　
住
民
参
加
の
人
に
や

　
さ
し
い
街
づ
く
り

　
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

　
都
市
調
査
室
　
代
表
　
　

　
高
田

弘
子

氏

　
東
三
河
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト

　
柳
原

伸
行

氏

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
指
導
者
 

　

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
　

　
東
三
河
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
　
　
　
 

　
豊
橋
技
術
科
学
大
学
建
設
工
学

　
学
生

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
80
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

　
切
り
）

　
無
料

※
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
E
メ

　
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

県
公
園
緑
地
課

☎
０
５
２
‐

９５４
‐
６
５
２
６

都
市
計
画
課

☎
23
‐
7
6
4
0

〒
4
4
1
‐
1
3
9
2

（
住
所
不
要
）

新
城
市
役
所
都
市
計
画
課
あ
て

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

☎
35
‐
1
0
0
1

�
35
‐
5
0
1
2

市
障
害
者
手
当
な
ど
の
振
り
込
み

市
遺
児
手
当
の
振
り
込
み

福
祉
課

☎
23
‐
7
6
2
4

市
民
福
祉
課

☎
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課

☎
37
‐
2
2
1
1

児
童
課

☎
23
‐
7
6
2
2

市
民
福
祉
課

☎
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課

☎
37
‐
2
2
1
1

　
市
障
害
者
手
当（
８
〜

１１
月
分
）

を
１１
月

３０
日

（金）
に
、ま
た
特
別
障

害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
・

経
過
的
福
祉
手
当（
８
〜

１０
月
分
）

を
１１
月
９
日

（金）
に
振
り
込
み
ま
す
。

　
受
給
者
の
方
は
金
融
機
関
で
お

確
か
め
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
転
居
、
転
出
な
ど
の
際

　
は
す
み
や
か
に
本
庁
福
祉
課
、

　
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
ま
で

　
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
遺
児
手
当（
８
〜

１１
月
分
）を

１１
月

３０
日

（金）
に
振
り
込
み
ま
す
の

で
、
受
給
者
の
皆
さ
ん
は
金
融
機
関

で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

※
転
居
・
転
出
な
ど
の
際
は
、
本
庁

　
児
童
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市

　
民
福
祉
課
へ
届
出
を
し
て
く
だ

　
さ
い
。

〒
4
4
1
‐
1
9
4
4

新
城
市
門
谷
字
森
脇
6

h
o
u
ra

i9
8

@
m

b
.in

fo
w

e
b
.n

e
.jp

11
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間

児
童
課

☎
23
‐
7
6
2
2

市
民
福
祉
課

☎
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課

☎
37
‐
2
2
1
1

　
虐
待
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
は
、

不
自
然
な
傷
や
ア
ザ
、
衣
服
が
い
つ

も
汚
れ
て
い
る
、
お
ど
お
ど
し
て
い

る
な
ど
サ
イ
ン
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、

子
ど
も
た
ち
の
よ
う
す
に
気
づ
い
て

あ
げ
る
こ
と
で
、
児
童
虐
待
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
推
進
月
間
に
あ
わ
せ
、
市
で
は
、

保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
中
学
校
、
市

役
所
な
ど
の
施
設
に
ポ
ス
タ
ー
な
ど

を
掲
示
し
、
児
童
虐
待
防
止
を
呼

び
か
け
る
と
と
も
に
、
相
談
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
を
虐
待
か
ら

　
　
　
　
　
守
る
た
め
の
５
カ
条

①
お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
迷
わ
ず

　
連
絡
（
通
告
）

　
（
通
告
は
皆
さ
ん
の
義
務
で
あ
り

　
権
利
）

②
「
し
つ
け
の
つ
も
り
」
は
言
い
訳

　
（
子
ど
も
の
立
場
で
判
断
）

③
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い

　
（
あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
か
ら
即

　
実
行
）

④
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立
場

　
（
子
ど
も
の
命
が
最
優
先
）

⑤
虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も
起

　
こ
り
う
る

　
（
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
）

が
っ
き
ゅ
う

●所

●時

●時
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●対
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●定●他
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●申
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●申
■本 ●申

●問
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ら
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ゆ
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■本

と

よ

が

わ

●申
●問

■本■鳳■作

●申
●問

■本■鳳■作

け

い

か
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き
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電
話
案
内
サ
ー
ビ
ス
の

停
止
に
つ
い
て

個
人
事
業
税
第
二
期
分
の

納
税
に
つ
い
て

　
平
成
15
年
度
に
有
線
放
送
電
話

が
終
了
し
、
お
知
ら
せ
放
送
の
代

替
と
し
て
、
電
話
案
内
サ
ー
ビ
ス

を
運
用
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の

９
月
28
日

（金）
に
新
し
い
防
災
行

政
無
線
の
運
用
開
始
に
伴
い
、
電

話
案
内
サ
ー
ビ
ス
を
10
月
31
日

（水）
に
停
止
し
ま
す
。

　
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
放
送
は
、

防
災
行
政
無
線
で
午
後
８
時
か
ら

お
伝
え
し
ま
す
。
長
い
間
ご
利
用

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
個
人
事
業
税
第
二
期
分
の
納
期

限
は
、
11
月
30
日

（金）
で
す
。
11

月
中
旬
に
県
か
ら
納
税
通
知
書
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま

で
に
最
寄
り
の
金
融
機
関
な
ど
で

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
（
口
座
振

替
を
ご
利
用
の
方
は
、
納
期
限
前

に
預
貯
金
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
）

　
な
お
、
納
税
に
は
、
便
利
で
安

全
な
口
座
振
替
の
制
度
が
あ
り
ま

す
。
手
続
き
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

預
貯
金
口
座
に
ご
使
用
の
印
鑑
を

お
持
ち
の
上
、
取
引
を
さ
れ
て
い

る
金
融
機
関
な
ど
の
窓
口
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
（
た
だ
し
、

手
続
き
時
期
に
よ
っ
て
は
、
翌
年

度
分
か
ら
の
取
り
扱
い
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
）

　
11
月
１
日
(木)
か
ら
、
税
務
署

の
代
表
電
話
が
自
動
音
声
案
内
に

変
わ
り
ま
す
。

　
自
動
音
声
案
内
に
従
い
、
ご
希

望
の
番
号
を
押
す
か
、
ダ
イ
ヤ
ル

し
て
く
だ
さ
い
。

・
国
税
に
関
す
る
質
問
、
相
談
の

　
方
は
「
１
」
を

・
税
務
署
へ
の
照
会
や
、
お
尋
ね
、

　
ま
た
は
職
員
に
ご
用
の
方
は

　
「
２
」
を

「
１
」
を
選
択
す
る
と
、
電
話
相

　
談
セ
ン
タ
ー
へ
つ
な
が
り
ま
す
。

「
２
」
を
選
択
す
る
と
、
税
務
署

　
へ
つ
な
が
り
ま
す
。

※
国
税
に
関
す
る
電
話
で
の
相
談

　
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
の
代
表

　
電
話
に
お
掛
け
く
だ
さ
い
。

※
税
務
相
談
室
で
の
相
談
業
務
は
、

　
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
移
行
し
、

　
面
接
に
よ
る
相
談
は
行
い
ま
せ

　
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
場

内
に
搬
入
さ
れ
た
ご
み
に
、
焼
却

不
適
物
が
混
入
さ
れ
て
い
な
い
か
、

調
査
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

困
り
ま
す
！
　
自
転
車

　
　
置
き
ざ
り
　
知
ら
ん
ぷ
り

　
市
内
の
駅
周
辺
に
は
、
自
転
車

が
乱
雑
に
駐
輪
さ
れ
、
な
か
に
は

長
期
間
放
置
さ
れ
て
い
る
も
の
も

多
数
あ
り
、
通
行
の
妨
げ
に
な
っ

て
い
ま
す
。
自
転
車
の
所
有
者
は
、

責
任
を
持
っ
て
管
理
を
お
願
い
し

ま
す
。

じ
ょ
う
ほ
う
課（
情
報
管
理
）

☎
23
‐
7
6
1
2

図
書
館
だ
よ
り

焼
却
不
適
物
の
調
査

新
城
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

11
月
１
日
は
放
置
自
転
車

ク
リ
ー
ン
デ
ー

秋
の
夜
長
に
、読
書
を
ど
う
ぞ

「
渾
身
」
川
上
健
一

著

集
英
社

　
多
美
子
は
、
先
妻
の
子
で
あ
る

娘
と
、
隠
岐
の
古
典
相
撲
の
大
関

に
選
出
さ
れ
た
夫
を
応
援
し
ま
す
。

家
族
の
絆
と
名
勝
負
を
描
く
感
動

小
説
で
す
。

東
三
河
県
税
事
務
所

☎
0
5
3
2
‐
54
‐
5
1
1
1

http://w
w

w
.pref.aichi.jp/zeim

u/

新
城
税
務
署

☎
22
‐
2
1
4
1

生
活
衛
生
課

（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
22
‐
0
5
2
1

市
民
安
全
対
策
室

☎
23
‐
7
6
1
3

新
城
図
書
館

☎
23
‐
2
3
3
3

http://www.library.shinshiro.aichi.jp/

新
城
警
察
署
だ
よ
り

　
新
城
警
察
署

　
☎
22
‐
0
1
1
0

　
落
と
し
物
や
忘
れ
物
の
取
り

扱
い
が
、
12
月
10
日

（月）
か
ら
変

わ
り
ま
す
。

主
な
改
正
内
容
は

・
警
察
署
に
届
け
ら
れ
た
落
と
し

　
物
の
保
管
期
間
が
、
６
カ
月
か

　
ら
３
カ
月
に
変
わ
り
ま
す
。

・
保
管
期
間
内
に
落
と
し
た
方
が

　
判
明
し
な
か
っ
た
時
は
、
拾
っ

　
た
方
の
も
の
に
な
り
ま
す
が
、

　
携
帯
電
話
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

　
ド
類
な
ど
の
個
人
情
報
が
入
っ

　
た
も
の
は
、
拾
っ
た
方
に
お
渡

　
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

・
落
と
し
物
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ

　
ッ
ト
で
公
表
さ
れ
ま
す
の
で
、

　
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
ご
自

　
分
で
警
察
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　
捜
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

　
り
ま
す
。

「
１
９
５
０
年
の
バ
ッ
ク
ト
ス
」

北
村

薫
 

著
　
新
潮
社

　
孫
の
野
球
観
戦
を
き
っ
か
け
に
、

祖
母
の
青
春
時
代
が
甦
る
と
い
う

表
題
作
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な

趣
が
味
わ
え
る
短
編
集
で
す
。
今

最
も
直
木
賞
に
近
い
と
い
わ
れ
る

北
村
ワ
ー
ル
ド
を
、
存
分
に
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

「
す
べ
て
は
消
え
ゆ
く
の
だ
か
ら
」

R
・
タ
ル
デ
ュ
ー

著
　
早
川
書
房

　
「
死
ぬ
前
に
も
う
一
度
だ
け
会

い
た
い
」
と
い
う
元
妻
か
ら
の
手

紙
に
、
15
年
ぶ
り
の
再
会
を
果
た

す
た
め
に
車
で
向
か
う
主
人
公
…
。

フ
ラ
ン
ス
で
話
題
と
な
っ
た
感
動

の
恋
愛
小
説
で
す
。

こ

ん

し

ん

か

わ

か

み

け

ん

い

ち

お

　

き

き
ず
な

●問

●問

●問

●問

●問
■本

た

い

だ

い

●HP

●問●HPき

た

む

ら

　
か
お
る

よ
み
が
え

ぞ

ん

ぶ

ん

●問
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消防署　☎ 22‐1119●問

　
住
宅
火
災
に
よ
る
犠
牲
者
を
減
ら
す

た
め
、
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
す
べ
て

の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は
…

　
火
災
に
よ
り
発
生
す
る
煙
を
感
知
し
、

住
宅
内
部
に
い
る
人
に
対
し
警
報
ブ
ザ

ー
な
ど
で
い
ち
早
く
火
災
の
発
生
を
知

ら
せ
る
機
器
や
設
備
の
こ
と
で
す
。

・
設
置
時
期

　
新
築
住
宅
…
平
成
18
年
６
月
１
日
か

ら
設
置
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
既
存
住
宅
…
平
成
20
年
５
月
31
日
ま

で
に
設
置
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
早
期
に
設
置

し
、
も
し
も
の
火
災
か
ら
大
切
な
「
生

命
」
「
財
産
」
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

火
災
と
救
急
は
、
１
１
９
番
で
す
。

1
1
9
番
通
報
の
ポ
イ
ン
ト

①
ま
ず
落
ち
着
い
て
正
確
に
１
１
９

②
住
所
・
世
帯
主
・
目
標
物
・
内
容
な
ど
を
詳

　
し
く
通
報
す
る

③
自
分
だ
け
し
ゃ
べ
ら
ず
、
消
防
署
の
人
の
問

　
い
か
け
に
合
わ
せ
る

メ
ー
ル
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
1
1
9
番
通
報

　
平
成
18
年
か
ら
、
言
語
に
よ
る
１
１
９
番
通

報
が
困
難
な
聴
覚
お
よ
び
音
声
言
語
障
害
の
あ

る
方
を
対
象
と
し
た
メ
ー
ル
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
１

１
９
番
通
報
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
内
容
は
、
前
述
の
方
が
緊
急
通
報
の
補
助
手

段
と
し
て
、
ご
家
庭
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
携

帯
電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
電
子
メ
ー

ル
を
利
用
し
て
通
報
す
る
も
の
で
す
。

　
利
用
に
つ
い
て
は
、
消
防
署
で
利
用
者
登
録

を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
詳
し
い
内

容
は
、
消
防
署
へ
来
て
い
た
だ
く
か
、
電
話
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

ー
3
つ
の
習
慣
・
4
つ
の
対
策
ー

3
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ

　
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、

　
必
ず
火
を
消
す
。

4
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警

　
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

　
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅

　
用
消
火
器
を
設
置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
方
を
守
る
た
め

　
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

はい119番 新城消防です。
火事ですか? 救急車ですか?

災害発生→119番通報

住
宅
防
火
　
命
を
守
る
7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　
今
年
も
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
を
迎
え

「
火
は
見
て
る
　
あ
な
た
が
離
れ
る
　
そ
の
時

を
」
を
統
一
標
語
と
し
て
11
月
9
日

（金）
か
ら
15

日
（木）

ま
で
の
１
週
間
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
を

実
施
し
ま
す
。

　
市
消
防
本
部
で
は
、
火
災
予
防
運
動
の
一
環

と
し
て
、
管
内
の
小
学
生
か
ら
防
火
ポ
ス
タ
ー
、

防
火
習
字
の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。
優
秀
作
品

は
、
ユ
ニ
ー

（株）
新
城
店
で
運
動
期
間
中
に
展
示

し
ま
す
。

壁掛けタイプ

し
ん

ぐ

ぼ
う
え
ん
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新城市民病院 皮膚科

   部長医師　濱松 徹

　「
最
近
、
抜
け
毛
が
気
に
な
っ
て
…
」

「
髪
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
少
な
く
な
っ

て
き
た
よ
う
な
…
」
な
ど
、
頭
髪
に

関
す
る
お
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

今
回
は
薄
毛
、
抜
け
毛
の
中
で
も
「
Ａ

Ｇ
Ａ
（
男
性
型
脱
毛
症
）」
の
お
話

し
で
す
。

Ａ
Ｇ
Ａ
と
は
―

　A
n
d
ro

g
e
n
e
tic 

A
lo

p
e
cia

の
略

称
で
、
一
般
的
に
は
思
春
期
以
降
の

男
性
に
発
症
す
る
進
行
性
の
脱
毛
症

の
こ
と
で
す
。
髪
の
毛
は
毛
包
と
呼

ば
れ
る
部
分
で
つ
く
ら
れ
ま
す
。
こ

の
毛
包
が
十
分
に
成
長
し
な
い
た
め
、

髪
の
毛
が
太
く
育
た
な
い
う
ち
に
抜

け
て
し
ま
い
ま
す
。

　
額
か
ら
薄
く
な
る
方
、
頭
頂
部
か

ら
薄
く
な
る
方
、
そ
の
両
方
が
同
時

進
行
で
薄
く
な
る
方
な
ど
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
一
般
的
に
20

歳
前
後
か
ら

35

歳
ま
で
に
は
症
状
が
現
れ
ま
す
。

Ａ
Ｇ
Ａ
の
厄
介
な
と
こ
ろ
は
、
進
行

性
の
脱
毛
症
で
あ
る
こ
と
で
す
。
何

の
施
し
も
し
な
い
と
確
実
に
薄
毛
が

進
行
し
ま
す
。

Ａ
Ｇ
Ａ
は
な
ぜ
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
―

　
髪
の
毛
に
は
寿
命
が
あ
り
ま
す
。

生
え
た
ば
か
り
の
髪
は
段
々
太
く
ハ

リ
の
あ
る
硬
い
髪
へ
と
成
長
し
、
や

が
て
は
成
長
が
鈍
く
な
り
抜
け
落
ち

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
期
間
は
男
性

で
約
３
〜
５
年
、
女
性
で
約
４
〜
６

年
と
い
わ
れ
、
こ
れ
を
「
ヘ
ア
サ
イ

ク
ル
」
と
呼
び
ま
す
。

　
男
性
ホ
ル
モ
ン
の
影
響
で
こ
の
ヘ

ア
サ
イ
ク
ル
が
乱
さ
れ
、
髪
の
毛
の

成
長
を
止
め
て
し
ま
う
こ
と
が
最
も

大
き
な
原
因
の
ひ
と
つ
で
す
。
ま
た
、

偏
っ
た
食
生
活
や
睡
眠
不
足
、
喫
煙
、

ス
ト
レ
ス
な
ど
も
Ａ
Ｇ
Ａ
を
進
行
さ

せ
る
要
因
で
す
。
規
則
正
し
い
生
活

を
送
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

Ａ
Ｇ
Ａ
は
命
に
か
か
わ
る
よ
う
な
病

気
で
は
な
い
た
め
、
軽
視
さ
れ
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
当
事
者

に
と
っ
て
、
肉
体
的
苦
痛
は
な
く
て

も
、
精
神
的
苦
痛
は
計
り
知
れ
ま
せ

ん
。

Ａ
Ｇ
Ａ
の
治
療
―

　
一
昔
前
ま
で
、
Ａ
Ｇ
Ａ
で
お
悩
み

の
方
の
多
く
は
、
市
販
の
「
育
毛
剤
」

な
ど
頭
皮
に
つ
け
る
タ
イ
プ
を
使
用

し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

現
在
で
は
飲
む
治
療
薬
が
登
場
し
て

い
ま
す
。
こ
の
薬
の
登
場
で
、
Ａ
Ｇ

Ａ
の
治
療
が
病
院
な
ど
の
医
療
機
関

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
薬
は
、
Ａ
Ｇ
Ａ
の
最
大
原
因

で
あ
る
男
性
ホ
ル
モ
ン
の
働
き
を
抑

制
し
、
抜
け
毛
を
予
防
す
る
働
き
が

あ
り
ま
す
。

　
Ａ
Ｇ
Ａ
治
療
で
一
番
大
切
な
こ
と

は
、
根
気
よ
く
治
療
を
続
け
る
こ
と

で
す
。
服
用
は
１
日
１
回
の
内
服
で

６
カ
月
以
上
飲
み
続
け
る
こ
と
で
効

果
が
現
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

治
療
を
始
め
て
も
す
ぐ
に
効
果
が
現

れ
な
い
か
ら
と
、
途
中
で
や
め
て
し

ま
わ
ず
、
効
果
が
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
ま
で
一
定
期
間
以
上
継
続
し
ま

し
ょ
う
。

　
こ
の
薬
の
副
作
用
は
低
い
で
す
が
、

稀
に
性
機
能
低
下
な
ど
の
副
作
用
が

あ
り
ま
す
。
自
己
判
断
で
１
回
の
量

を
増
や
し
た
り
す
る
と
、
副
作
用
が

起
こ
り
や
す
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
医
師
に
相
談
し
ま
し

ょ
う
。

　
ま
た
、
Ａ
Ｇ
Ａ
の
治
療
は
、
保
険

が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
治
療
費
や
治

療
内
容
の
詳
細
は
、
医
療
機
関
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
市
民
病
院
で
は
、
皮
膚
科
で
Ａ
Ｇ

Ａ
の
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
抜
け
毛
が
多
く
な
っ
て
き
た
、
髪

の
ハ
リ
・
コ
シ
が
な
く
な
っ
て
き
た

な
ど
、
症
状
が
気
に
な
り
だ
し
た
ら
、

早
め
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

●問 市民病院　総務課
☎ 23‐7852

毛母細胞

毛 乳 頭

毛細血管

毛　包

毛　球

や

っ

か

い

か
た
よ

ほ
ど
こ

ま
れ

は ま ま つ　　とおる
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新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

　
11
月
18
日

（日）
に
、
新
城
保
健

セ
ン
タ
ー
で
健
康
ひ
ろ
ば
を
開
催

し
ま
す
。

骨
密
度
測
定
（
要
申
込
）

　
午
前
９
時
〜
11
時

　
骨
密
度
測
定
・
カ
ル
シ
ウ
ム
食

　
試
食

　
成
人
の
方

　
無
料

8
0
2
0
（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
）

表
彰
式

　
広
報
「
ほ
の
か
」
６
月
号
で
募

集
し
た
満
80
歳
以
上
の
方
で
、
自

分
の
歯
が
20
本
以
上
あ
る
方
が
、

歯
科
医
師
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
す
。

心
の
健
康
ひ
ろ
ば
（
要
申
込
）

　
午
前
10
時
〜
11
時

　
講
演
会

　
「
う
つ
病
に
つ
い
て
」

　
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
精
神
科
医
師

　
新
美

加
奈
子

氏

　
無
料

　
心
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
「
や
す

　
ら
ぎ
の
家
」
に
よ
る
展
示
、
社

　
会
復
帰
教
室
作
品
な
ど
の
展
示

健
康
チ
ェ
ッ
ク

　
体
脂
肪
測
定
・
活
力
年
齢
測
定
・

　
血
流
測
定

※
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
2
8
3
9

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
2
8
3
9

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

　
11
月
8
日

（木）

　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

節
目
健
康
診
査（
要
申
込
）

　
一
般
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
・

顕
微
受
精
を
除
く
不
妊
検
査
・
不

妊
治
療
）
に
要
す
る
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

　
市
に
住
所
を
有
し
、
一
般
不
妊

　
治
療
を
受
け
、
夫
婦
の
年
間
所

　
得
金
額
が
730
万
円
未
満
の
方

限

度

額
　
５
０，
０
０
０
円

助
成
期
間
　
２
年

　
７
月
か
ら
平
成
20
年
２
月
ま
で

の
自
己
負
担
額
を
20
年
３
月
末
ま

で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
内
容
は
、
新
城
保
健
セ

　
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

一
般
不
妊
治
療
費
助
成
制
度

（
要
申
請
）

妊
産
婦
・
一
般
歯
科
健
診（
要
申
込
）

　
11
月
30
日

（金）

　
午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
平
成
19
年
1
月
か
ら
4
月
生

　
ま
れ
ま
で
の
乳
児
と
そ
の
保

　
護
者

　
母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、

　
よ
だ
れ
か
け
、
タ
オ
ル
、
お
茶
、

　
筆
記
具

か
み
か
み
離
乳
食
教
室（
要
申
込
）

　
11
月
16
日

（金）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
11
月
22
日

（木）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
方

※
詳
し
い
内
容
は
、
鳳
来
・
新

　
城
の
各
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

機
能
訓
練
教
室
（
要
申
込
）

健
康
ひ
ろ
ば
開
催

　
11
月
6
日

（火）
　
午
前
10
時

　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

　
11
月
13
日

（火）

　
午
後
１
時
30
分

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
妊
産
婦
・
一
般
（
成
人
）
の
方

　
母
子
健
康
手
帳
ま
た
は
健
康

　
手
帳

　
無
料

　
11
月
27
日

（火）
　
午
前
10
時

　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
こ
こ
ろ
の
病
な
ど
で
生
活
に

　
不
安
を
感
じ
て
い
る
方

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
創
作

　
活
動
な
ど

社
会
復
帰
教
室
（
要
申
込
）

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

　
昭
和
22
・
27
・
32
・
37
・
42

　
年
生
ま
れ
の
方
で
、
今
年
度

　
基
本
健
康
診
査
を
受
診
さ
れ

　
て
い
な
い
方

　
基
本
健
康
診
査
に
準
ず
る
検
査
、

　
歯
周
疾
患
検
診
、
大
腸
が
ん

　
検
診
、
前
立
腺
が
ん
検
診
（
男

　
性
の
み
）
、
骨
粗
し
ょ
う
症

　
検
診
（
女
性
の
み
）

　
２，
0
０
０
円

●問●問●問

●持

●持 ●￥●￥

●￥●￥ ●内●内 ●内●講 ●時

●申
●問

●申
●問

●申
●問

●申
●問

●内

●所 ●時

●時●所

●時

●所

●対 ●所●所 ●時●時●所 ●時●対
●申
●問

●申
●問

●時●所 ●時●対

●対

●対●対

●対

●他

●内
●申
●問

●申
●問

●申
●問

ふ

に
ん

ち

り
ょ
う

に
い
み
　
　
か

な

こ

ふ
し
め

し

し
ゅ
う
し
っ
か
ん

け
ん

び
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市内の交通事故状況

区

件

死傷者（人）

死　者 負傷者 計

人身

事故

件数

物損

事故

件数

18年 24

15

－9

0

0

0

29

21

－8

29

21

－8

91

116

25

231

186

－45

5

2

－3

294

243

－51

299

245

－54

938

913

－25

19年

増減

18年

19年

増減

分

累計
9月末
現在

9月中

三
好
　
諒
征

斎
藤
　
章
介

今
泉
　
璃
子

長
坂
　
莉
来

鈴
木
　
陸
音

牧
野
　
帆
夏

岩
井
　
祐
輝

飯
島
　
稀
美

�
橋
　
小
音

田
村
　
月
華

ア
ル
ヴ
ェ
ス
　
ジ
オ
ゴ

ヒ
デ
キ
　
タ
ケ
シ
タ
　

ロ

ハ

ス

ナ

ラ

翔
裟
エ
イ
ト
ル
　
　
　

塩
瀬
　
友
梨

成
瀬
い
ぶ
き

加
藤
　
希
彩

原
田
　
健
汰

和
田
　
栞
奈

戸
苅
　
彩
華

山
田
　
真
実

柿
谷
　
優
心

大
矢
　
開
翔

藤
野
　
綺
竜

�
田
恵
里
奈

山
田
　
来
未

原
田
　
心
羽

下
谷
　
泰
生

内
藤
　
羚
勾

男男女女男女男女女女男男女女女男女女女女男男女女女男男

信
宏
　

謙
一
　

知
大
　

康
司
　

諭
　
　

高
拓
　

和
幸
由
太
　

秀
尚
光
伸
　

マ
ウ
リ
シ
オ

ボ
ン
フ
ィ
ン

美
和
子

幹
男
陽
一
　

隆
道
敏
行
　

貴
嗣
厚
裕
　

尚
生
　

学
　
　

幹
人
　

喜
道
祥
孝
竜
二
実史
尚
喜
久
雄

富
沢
　

東
新
町

平
井
　

橋
向
　

大
野
田

川
田
原

紺
東
　

川
田
　

市
場
　

川
田
原

平
井
　

川
田
　

八
名
井

多
利
野

稲
木
　

杉
山
　

名
号
　

川
田
　

野
田
　

野
田
　

富
沢
　

川
田
　

吉
川
　

富
沢
　

柿
本
　

長
篠
西

本
郷
　

※印は前々日までにご予約ください

児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こ こ ろ の 健 康 相 談

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

市 民 活 動 相 談

女性悩みごと電話相談

身 体 障 害 者 福 祉 相 談

消 費 生 活 相 談

人 権 行 政 相 談

年 金 相 談

無 料 住 宅 耐 震 相 談

パソコン悩みごと相談

育 児 相 談

能 登 瀬 い き い き 広 場

す こ や か 相 談

新城設楽児童相談センター

各 保 健 セ ン タ ー

新城保健センター

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

作手開発センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター

作手開発センター

はつらつセンター

じ ょ う ほ う 課

勤労青少年ホーム

勤労青少年ホーム

市民体育館第１・2会議室

市民体育館第１会議室

勤労青少年ホーム

鳳 来 総 合 支 所

作 手 総 合 支 所

新城まちなみ情報センター

作手保健センター

東部高齢者生きがいセンター

鳳来保健センター

毎週月～金曜日　（要予約）

11/5（月）　午前9時　（要予約）

11/5（月）　午前10時　（要予約）

毎週月～金曜日　午前10時～午後5時　（要予約）

11/8（木）　午前10時～午後3時　（要予約）

11/30（金）　午前10時～午後3時　（要予約）

11/14（水）、28（水）　午後1時～4時　（要予約）

11/1（木）、15（木）　午後1時～4時

11/7（水）、21（水）　午後1時～4時

11/12（月）　午後1時～4時

11/28（水）　午後2時～8時　（要予約）

11/13（火）、27（火）　午前10時～午後2時

11/9（金）　午後1時～4時

11/20（火）　午後1時～4時

11/13（火）　午後1時～4時

11/27（火）午前10時～午後3時※年金の代理請求は委任状必要

11/3（祝）、17（土）　午前9時～正午　（要予約）

11/10（土）　午前9時～正午　（要予約）

11/24（土）　午前9時～正午　（要予約）

毎週火～金曜日　午前9時～午後5時　（要予約）

11/22（木）　午前10時（母子健康手帳持参）

11/22（木）　 午前10時（健康手帳持参）　　　　　

11/20（火）午前9時30分～10時30分（母子健康手帳持参）

新城設楽児童相談センター

新城保健センター

鳳来保健センター

作手保健センター

新城保健センター

学 校 教 育 課

司 法 書 士 会

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

社会福祉協議会鳳来センター

社会福祉協議会作手センター

じ ょ う ほ う 課

フリ ー ダ イ ヤ ル

社 会 福 祉 協 議 会

商 工 課

市 民 課

保 険 医 療 課

都 市 計 画 課

鳳来総合支所経済建設課

作手総合支所地域整備課

新城まちなみ情報センター

作手保健センター

鳳来保健センター

鳳来保健センター

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

23-7366

23-8551

32-2811

37-2839

23-8551

23-7652

22-4076

23-5618

23-5618

32-0553

38-1481

23-7623

0120-874-412

23-5618

23-7634

23-7628

23-7625

23-7640

32-1977

37-2211

24-0001

37-2839

32-2811

32-2811

相 談 名 な ど � 　　　　　　　　　　　と　　　　　き� 　　　　　　　　と こ ろ �　　申し込み・問い合わせ

※

氏
　
　
　
名
　
　
　
　性
別
　
　保
護
者
　
　
　

地
　
区

県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

一
年
365
日
24
時
間
最
寄
り
の
医
療
機

関
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
 
 
 

☎
22
‐
1
1
3
3

h
ttp

://w
w

w
.q

q
.p

re
f.a

ich
i.jp

/

県
小
児
救
急
電
話
相
談

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
の

午
後
７
時
か
ら
午
後
11
時
ま
で
小
児

の
救
急
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

  

☎
＃
8
0
0
0
〔
短
縮
電
話
番
号
〕

  

☎
0
5
2
‐
2
6
3
‐
9
9
0
9

く
す
り
・
医
療
用
品
な
ど
に
関
す
る

緊
急
の
相
談
・
質
問
な
ど

問
い
合
わ
せ
 

新

城

薬

剤

師

会

開
設
時
間

　
午
後
９
時
〜
翌
朝
午
前
９
時

  

☎
0
9
0
‐
5
0
0
7
‐
1
2
0
0

県
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

く

す

り

安

心

電

話

9月届出分
9月1日～30日の間に届出のあった赤ちゃんです。

届出人の承諾を得て掲載させていただいています。

11月の各種相談

ぜ
ん

の

す
け

ゆ
　
　
ず
　
　
な

そ

う

し

ろ

う

ひ

な

こ

え

り

な

つ
ば
さ

り
ょ
う
せ
い

し
ょ
う
す
け

り
　
　
こ

り
　
　
ら

り

く

と

ほ
の

か

ゆ

う

き

く

る
　
み

お
　
　
と

つ

き

　か

ゆ
　
　
り

の
　
　
あ

け

ん
　
た

か
ん

な

あ
　
や
　　
か

ま
　
　
み

こ

こ

ろ

か
　
い
　
と

き
　
り
ゅ
う

く
　
る
み

こ
　
は
ね

た
い
せ
い

れ

　
く
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重要文化財
望月家住宅

当時の生活スタイルが
伺えます

「望月家」前の水鳥をテーマにした庭木などを案内する二人

望月 靖雄さん（75歳）（黒田）

　　 雄子さん（70歳）

　
黒
田
地
区
の
「
望
月
家
」
は
、
18
世
紀
ご

ろ
に
建
て
ら
れ
た
一
般
的
な
民
家
で
す
。
こ

の
釜
屋
建
民
家
は
、
昭
和
49
年
に
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
望
月
家
」
を
管
理
し
て
い
る
靖
雄
さ
ん

は
、
『
そ
れ
ま
で
管
理
を
し
て
い
た
母
が
体

調
を
崩
し
た
た
め
、
東
京
で
の
勤
め
を
辞
め
、

55
歳
で
新
城
市
へ
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　
都
会
暮
ら
し
が
長
か
っ
た
妻
は
、
新
城
市

で
の
生
活
で
ヘ
ビ
や
ム
カ
デ
な
ど
に
四
苦
八

苦
し
ま
し
た
が
、
東
京
で
は
見
ら
れ
な
い
き

れ
い
な
星
空
を
眺
め
る
こ
と
や
、
窮
屈
さ
を

感
じ
な
い
生
活
に
、
今
で
は
す
っ
か
り
な
じ

ん
で
い
ま
す
。

　
「
望
月
家
」
を
管
理
す
る
た
め
、
あ
ま
り

留
守
に
で
き
ず
、
好
き
な
長
期
旅
行
の
回
数

も
減
り
ま
し
た
が
、
ご
年
配
の
方
が
昔
を
思

い
な
つ
か
し
む
姿
や
、
小
学
校
の
総
合
学
習

で
、
児
童
が
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
質
問
を
す

る
姿
を
見
る
と
、
管
理
す
る
苦
労
を
忘
れ
て

し
ま
い
ま
す
』
と
う
れ
し
そ
う
。

　
靖
雄
さ
ん
は
、
文
化
遺
産
を
管
理
す
る

一
面
と
は
別
の
姿
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
打
っ
て
走
る
と
い
う
一
連
の
瞬
発

力
を
求
め
ら
れ
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
す
。

新
城
地
区
南
部
シ
ニ
ア
チ
ー
ム
の
、
選
手

兼
監
督
を
し
て
い
ま
す
。
「
私
が
が
ん
ば

れ
ば
、
み
ん
な
の
刺
激
に
な
る
」
と
自
分

よ
り
若
い
人
に
奮
起
を
促
し
、
は
つ
ら
つ

と
プ
レ
ー
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
城
Ｓ
Ｌ
Ａ
（sp

o
rts 

le
a
d
e
r 

a
sso

cia
tio

n

）
の
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
野

球
部
門
を
担
当
し
、
月
１
回
の
例
会
な
ど

を
通
し
て
、
市
の
ス
ポ
ー
ツ
発
展
の
た
め

に
奔
走
し
て
い
ま
す
。

　
先
祖
の
遺
産
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
と
、

ス
ポ
ー
ツ
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
こ
と
、
こ

の
二
つ
を
宝
に
、
今
後
も
多
く
の
人
た
ち

と
ふ
れ
合
う
機
会
が
で
き
る
こ
と
で
し
よ

う
。

第7回

に　　　　　　　　ど　　う

やす お

ゆう こ

か

ま

や

だ

て

く

し

　く

は

っ

う

な

が

ほ

ん

そ

う

くろ だ
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成
16
年
に
、
全
国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催

　
　
さ
れ
た
四
谷
千
枚
田
で
す
が
、
過
疎
化
・

高
齢
化
、
棚
田
と
い
う
生
産
効
率
の
低
い
条
件

の
問
題
を
抱
え
、
地
域
の
人
口
減
少
と
と
も
に
、

年
々
耕
作
放
棄
田
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
千
枚
田
の
耕
作
者
と
し

て
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
に
何
が
で
き
る

か
と
い
う
思
い
か
ら
「
田
吾
作
」
の
活
動
が
生
ま

れ
ま
し
た
。

　
　
谷
地
区
で
も
、
こ
こ
数
年
間
に
イ
ノ
シ
シ

　
　
獣
害
被
害
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
特
に
高

齢
の
耕
作
者
が
多
い
こ
の
地
域
で
は
、
被
害
に

よ
る
耕
作
意
欲
の
減
退
、
ま
た
個
々
人
で
の
対

策
負
担
の
増
加
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
年
8
月
、
「
田
吾
作
」
の
呼
び
か

け
で
、
総
延
長
800
メ
ー
ト
ル
の
電
気
柵
で
千
枚

田
上
部
を
囲
む
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
電
気

柵
の
設
置
、
管
理
、
出
資
は
地
元
耕
作
者
が
行

っ
て
い
ま
す
。
9
月
末
時
点
で
獣
害
被
害
は
な

く
、
今
年
は
安
心
し
て
収
穫
が
で
き
る
と
好
評

で
す
。
今
後
は
、
管
理
負
担
の
少
な
い
設
置
方

法
の
検
討
、
対
象
地
域
の
拡
大
を
行
っ
て
い
く

予
定
で
す
。

しんしろ市民活動
サポートセンター運営委員会

新城まちなみ情報センター

※営業　休館日は月曜日（国民の休日にあたるときは、その翌日） 

　開館時間は午前9時～午後8時（年末年始は別途）

☎24‐0001

11月10・11日（土・日）　情報センター秋祭り

【ワンポイント講座】　子どもたちを有害情報から守るために

専用駐車場のお知らせ

市商工会が主催する「あののんまつり」に合わせて

●「大型スクリーンとWiiで遊ぼう!」…3階デジタル会議室、車椅子利用者もOK、

「パソコンぬり絵」…2階パソコン教室、「インターネット初めてコーナー」…1階無

料体験コーナーで、インターネットが初めての方にやさしく説明します。一般利用

者とともに順次受け付け。30分単位。

　上記いずれも2日間午前10時～正午、午後1時～5時開催、無料、先着順受け付

け、制限時間など係員の指示に従っていただけることを条件とします。

　「みんな持っているから」「ぶっそうな世の中だから」「便利だから」そんな理由だけで簡単に携

帯電話を買い与えていませんか？「ケータイ」は単なる「電話機」ではなく、自由にインターネットに

接続できる高度な情報通信端末です。現代生活に欠かせない便利な道具である反面、使い方を誤

ると大きなトラブルを引き起こす原因ともなります。子どもが毎日触っているケータイ。その向こう

側に誰がいて、どんな付き合いをしているか把握できていますか？「子どもを信じている」だけで

は親の責任を果たしているとは言えません。あなたも一度、子どもとケータイについて考えてみま

せんか？連日、テレビや新聞をにぎわせているショッキングなニュース。子どもが巻き込まれる痛ま

しい事件はけっして他人事ではありません。

　新城まちなみ情報センターでは、子どもと携帯電話、インターネットとの関わり方やトラブルに関

するご相談をお受けしています。お気軽にご相談ください。（要予約）担当：藤本

行って見れば、何かいいことあるさ！

                                  　　・当センター利用者のための無料

駐車場20台分が徒歩２分のところにあります。ご利用ください。

活動内容�　①有機減農薬稲作の実践・普及

　　　　　②都市部生活者との交流

　　　　　③四谷地区棚田耕作支援など

設　　立　平成14年

会 員 数　10人

代　　表　今泉良治

活動場所　四谷地区

連 絡 先　〒441-1692　新城市四谷1329

電　　話　35-0124

　
　
表
の
今
泉
さ
ん
は
、
中
山
間
地
域
で
あ
る

　
　
四
谷
地
区
が
生
き
残
っ
て
い
く
た
め
に
、

「
食
の
安
全
」
が
こ
の
地
区
で
実
践
さ
れ
る
こ
と

が
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
域
の
人
間
が
、
四
谷
の
水
、
土
、
気
候
な

　
　
ど
の
自
然
資
源
を
生
か
し
、
環
境
に
配
慮

し
た
地
域
の
伝
統
的
な
稲
作
を
行
い
、
自
ら
が

安
全
で
う
ま
い
米
を
食
べ
る
こ
と
、
そ
れ
が
結

果
的
に
自
然
環
境
を
保
全
し
、
千
枚
田
の
景
観

を
維
持
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
さ
ら
に
四
谷

に
根
ざ
し
た
「
食
の
安
全
」
の
実
践
は
、
都
市
部

住
民
と
農
産
品
（
ブ
ラ
ン
ド
米
･
酒
米
生
産
販

売
な
ど
）
や
交
流
を
通
じ
た
連
携
を
生
み
出
し

ま
す
。

　
「
田
吾
作
」
は
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
て
、

郷
土
意
識
の
継
承
と
、
千
枚
田
耕
作
の
再
生
産

意
欲
の
促
進
を
図
り
た
い
そ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
取
材
・
ア
キ
ラ
）

http:/ shinshirosimin.hamazo.tv/

子どもとケータイ（その１）

11月のご案内

町並 中町

体育館 市役所

ユニー

栄町

JR新城駅

新城まちなみ情報センター

皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
広
報
し
ん
し
ろ
「
ほ
の
か
」
で
は
、
こ
の
『
し
み
ん
の
ト
ビ

ラ
』
へ
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
紹
介
や
募
集
、
地
区
の
出
来
事
な
ど
、
皆
さ
ん
か

ら
の
耳
寄
り
な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■本
じ
ょ
う
ほ
う
課
　
☎
23
‐
7
6
2
3

●問

いまいずみよしはる

よ

つ

や

せ

ん

ま

い

　
だ

さわ

た

　

ご

　さ

く
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浮力 水圧
抵抗

No.25　平成19年11月号　　発行／新城市役所・編集／じょうほう課
〒441-1392　愛知県新城市字東入船6-1  �0536（23）7623　�0536（23）7296

※このコーナーは、初めて登場するお子さんに限らせていただきます　※10月16日発行日現在の年齢です

父　柿原　一之さん

母　　　 典子さん（新城・東新町）

ここな

とても暑かった夏、

　「にいに、気持ちいいね」

　　「ゆきの　かっこいいじゃん!」

夕姫乃ちゃん

父　笹田 裕晴さん

母　　　 知加子さん（新城・野田）

も か

爽仁くん

ゆ き の

あ き と

（左）

（右）

1歳
（平成18年1月21日生）一晴くん（中）

4歳
（平成14年11月26日生）

珠希ちゃん（右）

6歳
（平成13年8月1日生）

寿之くん（左）
2歳

（平成17年6月20日生）

3歳
（平成16年1月15日生）

「これから保育園の七夕パーティーだ！

　楽しいな、イェーｨ！浴衣だよ、イェーｨ！」

　9月から市の助成事業として、わらべうた講座を開いています。 

子どもを膝にのせて歌いかけたり、手遊びを加えたり、輪になって回ったり。メ

ロディーは覚えやすく、初めてでも先生といっしょに2、3回口ずさめばすぐ歌え

ます。大人に対する講話の時間、手作りおやつも付き、内容は盛りだくさん。

　第１回は、0歳から小学５年生までの子ども約30人と、大人約20人の参加

があり、年代毎の2クラスに分かれて親子で楽しみました。「覚えたての歌で、

家でも子どもと遊びたい」という熱心なお母さんが多く、親子で口ずさみなが

ら帰っていく姿が見られました。講座は9月から来年2月までの月2回（10月は20

日・27日）、土曜日の午前中です。途中参加可能で初回無料です。詳しくはポスターかチラシ、またはつばさ共同保育園

（� 22-0993）までお問い合わせください。 　　　　　　　　　（つばさ共同保育園　丸山）

講　師　堀川絵美 氏（まなびWAVE）

内　容　堀川さんのお話

　　　　「私が新城でできること」

　　　　堀川さんとワークショップ

参加費　無　料

定　員　15人（先着順）

じょうほう課　☎23‐7623
joho@city.shinshiro.lg.jp

ウェーブ

これから

ほりかわ え み

市役所

体育館前

市民
体育館

勤労青少年ホーム

はつらつ
センター

入口

　山びこの丘では、11月24日（土）に「新そば祭り」を開催します。

夏に蒔いたそばは、収穫の時期を迎えます。

　山びこの丘で取れたての風味豊かな新そばを皆さんにお召し上が

りいただきたいと思います。

　「新そば祭り」では、そば作り体験（要予約）や、各種物産販売

も合わせて開催します。会場では、そばぜんざいの無料サービスも

あります。また、手作りパン・五平もちの

販売も行います。

　ぜひ、皆さんでお誘い

合わせの上、お越しくだ

さい。

電話　35-1191　e-mail　nouen@smile.ocn.ne.jp山びこの丘 電話   32-2212   e-mail　ariina@smile.ocn.ne.jp
鳳来ゆ～ゆ～ありいな

12/8  無料開放決定
岩嵜 多紀理選手によるワンポイントレッスンもあります。

    この機会をお見逃しなく！
※ただし温泉利用の方は入湯税150円がかかります。

宮嵜 多紀理 選手プロフィール
2003年 世界選手権　第3位
2004年 アテネオリンピック飛び込み日本代表

　鳳来ゆ～ゆ～ありいなでは、心地よい環境の中

で無理なく全身トレーニングを行うことができるア

クアビクス教室、アクアウォーキング教室を開催し

ています。心肺機能、体温調節機能の改善など

体力向上に水中運動は

たいへん効果的！ぜひ

この機会に楽しみながら

健康づくりしてみませんか。

便り便り

●申●問

●em

日　時　11月18日（日）

　　　　午後2時～4時30分

場　所　はつらつセンター

　　　　2階会議室

ま

いっ せい

たま き

とし ゆき
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　新城市の歴史と、恵まれた自然を大事に保存してほしいです。ずっときれ

いな環境の中に暮らしているので、新城市のすばらしさにまだ目を向けてい

ないかもしれません。

　そのすばらしさを失わないように、今後も都市計画やまちづくりや景観に

気を付けてほしいです。自然、伝統、文化や歴史遺産などを次の世代のため

に守ってください。進歩の早いグローバル化（地球規模化）のせいで、日本

のいろいろな場所はすでに自分のアイデンティティとかルーツをなくしてし

まいました（本来の姿をなくしてしまいました）。だからこそ新城市を守っ

てほしいです。　　　　　　　　　　　

桜淵公園の桜は京都の桜に負けません

作手地区・巴川にて

新城地区・信玄原の火おんどり

撮影・コメント
ロジェー・ワルッヒ

新城市の祭りはとても
印象的で最高です　　
手筒花火と火おんどりは
特に好きです

歴史資料館や酒工場や昔の学校に憧れています
大原商家・中西農村民具室はとても気に入りました
明治時代を感じることができます

愛知万博スイス館にて

新城地区・大海の放下

元小学校教師の佳子さんは英語・独語が
ペラペラ。ロジェーさんのアシスタント
を務め、映画にも出演しています

　日本の文化や自然を愛するロジェーさん。スイスでは、かつて人気バンドとしてTV出演はもちろん
のこと、3万人の観客の前で演奏したこともあるそうです。感性豊かなロジェーさんから新城の魅力を
いっぱいお聞きしてあらためて新城市が好きになりました。ロジェーさんありがとう！　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ (^o^)／青山・加藤き・加藤ひ・夏目）　

新城市の皆さんへ

ロジェー・ワルッヒより

新城中学校にある
「大原商家民具室・中西農村民具室」

奥さんの佳子さんと
よし こ



　2005 年愛知万博開催の折り、スイス人代表として旧新城市とスイスとの友好記録映画「一滴の水、
やがて大河をなす」を制作したロジェーさん。約 1 カ月間、市内の 4 家庭でホームステイをしながら
撮影を続けているうちに、奥三河の風土や自然の豊かさにすっかり魅了されてしまったそうです。「新
城には、故郷のスイスの情景によく似た場所もあります。いつかは住んでみたいですね」と語るロ
ジェーさん。皆さんもご一緒に新城の魅力について考えてみませんか？

2

岩城忠雄のフィルムナイト

　心の旅路（タイムトンネル）　監督　ロジェー・ワルッヒ

　　11月17日（土）　　新城文化会館小ホール

18：30　開場

19：00　♪心に咲かせる花ミニコンサート

　　↓　　・「心の旅路」上映（31分）・トークタイム

20：30　　　※入場無料（整理券が必要です）

　　　　　新城まちなみ情報センター　�24-0100

　　　　　青 山 宅　　　　　　　　�22-0344

　　　　問い合わせ　青山芳子 （090）7674-1703

ロジェ－・ワルッヒ（Roger Walch・京都在住）

1965年　 スイス、サンクト・ガレン生まれ（42歳）

2005年　 旧新城市とスイスとの友好記録映画を制作し、愛知万博で奨励賞を受賞。

2006年 　市の写真家・岩城忠雄の記録映画を制作、翌年9月に完成。

2007年 　市の消防防災センター内の学習ホールで使用する映像の一部を制作中。

※京都の大学でドイツ語講師をしながら、映画監督、ジャズピアニストとして活躍。

　かつて31カ国を旅した経験を持つ。　http://www. rowmuse. com　

京都の自宅でほっ!

細田さん宅（八名地区）にてホームステイ

長篠・設楽原鉄砲隊の菅谷さん(右) 今泉さん(左)

中央が鎧かぶとを着たロジェーさん

ロジェーさんを取材する青山・加藤編集委員
（鳳来地区・湯谷温泉にて）

※ほっHonokaに自然写真掲載中の岩城忠雄の記録映画。新城地区黒田にある

　国指定重要文化財・望月家住宅と鳳来地区長篠・医王寺が主な撮影場所

整 理 券
取り扱い

よろい
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広報しんしろ「ほのか」「ほっHonoka」は、環境に優しい大豆インキおよび
古紙配合率100％再生紙を使用しています。 

キンエノコロ

写真／岩城忠雄

作手自然愛好会は、湿地保全活動を中心に、

自然を守る活動を行っています。

国際交流さくらは、市民感覚で幅広く国際交流を

広める活動を行っています。

講　師　作手自然愛好会メンバー

日　時　11月4日（日）

　　　　午前9時～午後3時

集合場所　作手歴史民俗資料館前

参加費　100円

問い合わせ　作手自然愛好会（内藤信司）　　

　　　　　　　　　 TEL＆FAX.37-2973　

申 し 込 み　生涯学習課　TEL.23-7654

応 募 締 切　10月29日（月）

講　師　ジャック・ガオ氏

日　時　11月25日（日）

　　　　午後1時から2時間程度

場　所　西部公民館（ちさと館）

定　員　100人程度

参加費　 無料

問い合わせ・申し込み　市国際交流協会

　　　　　　　　　　 TEL.23－7783 

共　催　国際交流さくら・市国際交流協会　

美しい桂の黄葉（作手木和田地区）と
ブナの紅葉（作手菅沼地区）

武術指導講師（ジャックさん）と一緒に
体を動かしませんか？

講　演　太地ヨガ
　　　　パフォーマンスショー
◎太地ヨガを30分程度、その後、子どもが楽しめる

　エクササイズを行います。

　運動のできる服装でお越しください。
かつら こう よう

こ う よ う

な い と う し ん じ

た い 　ち




